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　　　　今年から、小中学校で２年間の指定を受けて取り
組んでいる中山間指定事業。
　生活科や、総合的な学習で、これまでのカリキュラムを見
直し、地域に根差した活動が積極的に展開されています。
　北川の子は、その活動の中で地域の方とも一緒に活動し
てきました。そうすることで地域の事をより深く知り、ふるさ
とへの愛着心も高まったという各種調査結果も出ています。
さらに深く多面的に学習を進めることで、ただ北川村が好き
で愛着を持っているということだけでなく、学習の中で見え
てきた北川村の課題や問題点にも迫り、自分たちなりにどう
すればそれが解決できるのか、についても考えられるように
なりつつあります。
　今後も、これまでの学習の成果を、公開授業や学習発表会
で保護者の方や、地域の方々へ随時発信していきます。
　どうぞ、子ども達の「北川愛」を感じていただき、今後一層
のご協力をお願いするとともに、一緒に歩んでいただけたら
と思っています。

学 校 通 信 School communication

1 地域でがんばる　北川の子
　　生徒会役員選挙の結果７名の新しい北川中のリーダーが選出され、活動を開始し
ました。１月８日(水）は、旧生徒会役員の皆さんに代わって、新生徒会役員の皆さんに
とって初めての全校集会の運営・進行でした。緊張感がこちら側にも伝わってきました
が、全校生徒に向かいしっかりと責任を果たすことができていました。今後も先輩方の築いてくれた伝統を引き継
ぎ、さらにより良い方向に北川中学校を導いてくれる積極的な活動を大いに期待しています。

2 新生徒会役員さん活動スタート

　　１月１４日（火）、北川中学校１年生が食生活改善推進協議会の皆
様方に郷土料理、皿鉢料理について学ぶ時間をもっていただきました。
お寿司は巻き寿司、サラダ巻き、押し寿司、いなり寿司の作り方を実演
しながら教えていただきました。土佐ならではのあじとカマスの姿寿司
も準備して下さっていました。小学生が考案したゆず風味の鶏の唐揚
げは、さくさくに揚がるコツも教わりました。特製のゆず香るタレが食
欲をそそりました。さらに高知を代表する春の山菜、イタドリの炒め煮、
桜色のバニラ味のお羊羹なども作ってくださっていました。これらの色
とりどりのお料理が大きな朱色の皿鉢に美しく盛り付けられ見事でし
た。どのお料理もたいへん美味しく、子どもたちの箸もどんどん進んでいました。楽しく会話しながら、素晴らしいお料
理を堪能しました。食生活改善推進協議会の皆様方、お忙しい中ありがとうございました。心より、お礼申し上げます。

3 郷土料理学習

＝郷土料理の時間を心待ちにしている様子＝
○郷土料理の授業が楽しみです。１食分の料理を作ることができるように、しっかり学びたいです。家族に
１食を作ってあげたいです。また、料理は一人暮らしのときに役に立つので、しっかり頭に入れたいです。

=郷土料理の時間が終わって＝
〇今日は郷土料理の学習時間がありました。教えて下さった人の中には、近所に住んでいる人もいました。皆さんが優しく接し
てくれてすぐなじむことができました。から揚げは何回かお父さんと一緒に揚げたりしたので、だいたい分かっていました
が、２度揚げするやり方は知りませんでした。また、押しずしなど型にご飯を入れて押すやり方で作るすしは豆などがつぶれ
るのではないかと思い、その押すという動作にとてもびっくりしました。郷土料理の全部がとてもおいしかったです。
〇いなりずしを作るのが楽しかったです。巻きずしと押しずしは作るのが難しかったです。巻きずしはのりがくっついてくれな
くて、形をきれいにするのは至難の業だなと思いました。それに、形をくずさないように切るのも難しかったです。形がくずれ
て、グチャグチャにしてしまいました。けれど、味はすごくおいしかったです。ゆず酢がきいていました。小学生の作ったタレ
もから揚げと合っていました。

生徒の感想より
★●■！
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「平成３１年度学校新聞づくりコンクール」受賞

小学校２年生 高知新聞社長賞
小学校６年生 入選 

C o n g r a t u l a t i o n ! !

　平成３１年度学校新聞づくりコンクールにおいて、小学校２年生が高知新聞社長賞を受賞し、６年生が入選しました。１
次審査を通過した２年生は、１月１９日（日）にオーテピアで開かれた２次審査で発表し、遊具などがない公園で遊ぶ楽しさ
の表現や写真の配置、「なんにもない新聞」との見出しで読み手を引きつけた点が評価され受賞しました。同コンクールは
県内の小中学校９９校（５，２１６点の新聞）が参加しており、各教科等で学習したことを「新聞」に表現し、その作成過程で工
夫したことや学んだこと等を発表しています。これらの活動を通して、思考力や表現力を育成するとともに、各学校の新聞
を活用した授業の充実を図ることを目的に開催されています。２年生、６年生のみなさん受賞おめでとうございます！！
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　昨年５月に本村の政策参与として、木内里美さんが就任いたしました。木内参与は大手民間企業を退職された後、
子育て事業に取り組む会社を設立し、現在は、会社経営とともに政府の各種審議会の委員をされるなど、多方面で
ご活躍されています。
　政策参与就任後は、たびたび来村いただき、村の現状を視察されるとともに、教育の充実や産業の振興など、村
が進めている重要政策について、様々なご助言やご提案をいただいています。
村民の皆様に、これまで約10ヶ月間の木内参与の活動をご紹介いたします。

子育て教育ビジョンの策定にあたり、主に以下の点についてご尽力いただいています。
■子どもの自立や豊かな感性を育むための就学前からの食育活動・アート教育の充実
　乳幼児が自分たちで日々の昼食作りを行うなど、特色ある活動を行っている鹿児島県にある「ひより保育
園」「そらのまち保育園」の代表である古川先生をご紹介いただき、２月５日に講演会を開催するなど、食
育活動推進についてアドバイスをいただいています。
■子どもの個性に応じた教育の展開
　１月から北川村公認心理師として就任しています亀澤寛氏を
ご自身のネットワークを活かし紹介していただきました。
■ICT教育の充実
　次年度から小学校でプログラミング教育が実施されることを
踏まえ、実際にプログラミング教材の実演を行って頂くなど、
教材やICT機器の活用方法についてアドバイスをいただいて
います。

北川村政策参与　木内里美氏の活動報告

教育委員会

ゆずの生産振興や移住対策についてアドバスをいただいています。
■ゆずの生産振興のため、内城菌を活用したバイオサイクル農業の導入についての提案をいただくととも
に、内城菌に精通されている内山東平氏をご紹介いただき、８月８日に内山東平氏を講師として招き、農
業技術講演会を開催することができました。
■今後の移住施策を協議する場に参加していただき、北川村で収入を得るための取り組みとして、新たな
観光メニューや産業の導入などに関する提案をいただいています。

産業課

　北川村の皆さま、こんにちは。ご縁があって2019年5月より北川村の政
策参与に就任しました木内里美と申します。来て見て思ったことは、森林や豊
かな水や新鮮な空気に恵まれた自然環境や観光資源がありながら、あまり知
られていない村だということです。私も今回の就任がなければ、日本有数の
ゆずの産地であり欧州への輸出も他所に先駆けて取り組んできた事実も知
らないままだったと思います。産業をはじめとして教育や福祉など政策的に
補強し、北川村が健康で、楽しく、充実感のある村になるように取り組んでい
きたいと思います。何よりも持続可能な村にすべく、民間活動で得た知見を
駆使し、微力ながら貢献できるよう努めて参りますので、よろしくお願いいた
します。
　村でお会いしましたら、気軽にお声がけください。

木内政策参与より
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2月13日「日本遺産の日」制定・記念講演会の開催
　第1部は、地域全体を一つの博物
館として捉える(エコミュージアムとい
う)考え方や活動について、山形県朝
日町の「安藤竜二」氏にお越しいた
だき、ご講演いただきます。
　第2部は高知大学人文社会科学
部岩佐光弘准教授による「ライフヒス
トリーから描く中芸地域」と、同大学4
回生「三木陽子」さんによる「日本遺
産サブストーリー発掘と発信」を発表
していただきます。
　ぜひ、ご気軽にご参加ください。

 文化庁及び日本遺産連盟は、日本遺
産に対する理解と関心を高めることを目
的として、親しみやすさ、覚えやすさから、
２月１３日を「にほん（２）いさん（１３）の日」
としました。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.32 ～

日本遺産認定
公式第51号

ゆず収穫(馬路村) お弓祭り(北川村) 明神口橋(安田町)

「日本遺産の日」記念講演会
■日時：3月7日(土) 午前9時～
■場所：奈半利町保険センター

記念講演会の詳細については、
ゆずとりんてつホームページから

ご覧ください。
http://www.yuzuroad.jp/

「日本遺産の日」について

員流交
国 　 際

手助導指
外  国  語

ノ ー ラ ・ フ ァ ー リ ー &
デ ィ ビ ッ ト ・ ク ラ ッ テ ッ ン バ ー グ

虹色の家族

　私の家族は、私、兄、母２人の四人です。父親はおりません。とても幸せで睦
まじい家族ですが、ちょっと珍しい形式なのでよく次のような質問を聞かれ
ます。「どうしてお父さんがいませんか？」「つまり、ご両親はレズビアンです

か？」「ご両親、結婚していますか？」「どうやって生まれましたか？」「お父さんが居なくて寂しくない
ですか？」「父親は誰か分からないのが変じゃないですか？」「お父さんとお母さんのいる家族とどう
違いますか？」「お母さんの呼び方はどうしますか？」「同性愛を押し付けられたことがありますか?」どれもとても大切な質問で、こ
の記事で素直に答えようとします。
　まず、私が生まれる前の話から始めます。１９８０年代のミネアポリス市に、母のベティーが有機栽培の食品を販売する生協に
行って、そこに勤めていた母のセーラに出逢いました。２人は恋をし、交際を始め、やがて一緒に住むようになり、犬を飼いました。
どうして父親がいないかというと、元々女性二人の関係だったからです。私の親は「女性同性愛者」を意味する「レズビアン」と、男
性も女性も好きになれる「バイセクシュアル」（両性愛者）です。数年一緒に住んでいたら、ベティーとセーラは結婚したいと決めま
したが、その時米国では同性結婚は許されていなかったので、２０１３年にミネソタ州の法律が変わるまで法律上では結婚してい
なかったです。
　女性二人で家族を始める方法はいくつかあります。国の法律によって子供を養子にできる場所とできない場所もあります。たま
に以前に異性の人との結婚で子供を授かった人が離婚後、同性のパートナーと交際するようになります。しかし、私の世代で一番
多いのは精子バンクによる人工受精です。精子バンクというのは提供者から精子を集め、妊娠を望む人に配る組織です。多くの場
合、提供者と受取人は全く交流がなく、組織はお互いの名前すら明かしません。私の両親は二回も同
じ提供者から精子を頂き、二回も妊娠して、私と兄を生んでくれたのはセーラです。つまり、母のベ
ティーとは血縁はないですが、それでも間違いなく親子です。愛情深い親が２人いるので、お父さんが
欲しいと思ったことは一度もないし、精子提供者についても余り考えることがありません。
　母２人家族での生活は、正直に言いますとお母さんとお父さんのいる家族の生活と余り変わりませ
ん。性別で役割が決まらないので、２人で育児や家事や仕事を等分することが当たり前ですが、異性の
カップルでも最近そうする人が増えています。母２人、または父２人いる子供はたまにイジメに遭うこ
とがありますが、私は運がよく、いじめられなかったです。米国英語は、「mom」「mother」「mama」「mommy」など、「お母さん」
の言い方がいくつかありますので、私達はベティーを「mommy」（マミー）、セーラを「mama」（ママ）と呼んでいます。
このような家族での育ちに特徴があるとすれば、それは親から習った寛容な意識です。人も、家族も色々、皆それなりに素敵だとい
う考え方を小さい頃からしっかりと教わりました。同性愛を押し付けられたことなんて勿論ありません。かえって、私は誰に恋をして
も親が認めてくれるということだけ、子供の時に何回も耳にしました。
　言うまでもなく、母２人、または父２人いる家族は米国に限った現象ではありません。この「虹色の家族」は日本を含んで世界の
どこにでも生活をしています。国の法律や文化によって子供を養子にできなかったり、精子バンクが存在しなかったりするし、それ
より酷い差別に遭うこともありますが、少しずつ認められるようになっています。お母さんとお父さん、母２人、父２人、おばあさん
と孫、子供のいないカップル、親１人と子供、親の再婚などのブレンデッドファミリー、形式は何であっても、愛し合ったり、支えあっ
たりしながら一緒に暮らす人は「家族」と呼べるのではないでしょうか。

ホーリー祭

　ホーリー祭というのは毎年春に行われる、全世界で十億人以上が祝うヒンズーのお祭りです。ホーリー祭
がいつから始まったか正確にはいえないのですが、紀元４世紀に発祥したと思われています。インドで最も
祝われるこの祭りは名前がいくつかあります（春のお祭り、愛のお祭り、色のお祭り）。

　ホーリー祭は春の始まりを象徴し、その時に人が集まり、仲直りをしたり、紛争を忘れポジティブさ
を広めたりします。ホーリー祭の間に、神々が「目を逸らしている」と言われるので、人間は好きに祝っ
たり喜んだりできます。インドの各地に人は色とりどりの粉を投げあったり、インクを積めた水鉄砲を
撃ち合ったりします。夕方は大きい焚き火の周りで交流したりします。
　２０２０年のホーリー祭は３月９日です。世界のほとんどの国で祝うことができますが、一番良い
経験になるのはその発祥地、インドなのでしょう。

2001年

2019年
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2月13日「日本遺産の日」制定・記念講演会の開催
　第1部は、地域全体を一つの博物
館として捉える(エコミュージアムとい
う)考え方や活動について、山形県朝
日町の「安藤竜二」氏にお越しいた
だき、ご講演いただきます。
　第2部は高知大学人文社会科学
部岩佐光弘准教授による「ライフヒス
トリーから描く中芸地域」と、同大学4
回生「三木陽子」さんによる「日本遺
産サブストーリー発掘と発信」を発表
していただきます。
　ぜひ、ご気軽にご参加ください。

 文化庁及び日本遺産連盟は、日本遺
産に対する理解と関心を高めることを目
的として、親しみやすさ、覚えやすさから、
２月１３日を「にほん（２）いさん（１３）の日」
としました。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.32 ～

日本遺産認定
公式第51号

ゆず収穫(馬路村) お弓祭り(北川村) 明神口橋(安田町)

「日本遺産の日」記念講演会
■日時：3月7日(土) 午前9時～
■場所：奈半利町保険センター

記念講演会の詳細については、
ゆずとりんてつホームページから

ご覧ください。
http://www.yuzuroad.jp/

「日本遺産の日」について

員流交
国 　 際

手助導指
外  国  語

ノ ー ラ ・ フ ァ ー リ ー &
デ ィ ビ ッ ト ・ ク ラ ッ テ ッ ン バ ー グ

虹色の家族

　私の家族は、私、兄、母２人の四人です。父親はおりません。とても幸せで睦
まじい家族ですが、ちょっと珍しい形式なのでよく次のような質問を聞かれ
ます。「どうしてお父さんがいませんか？」「つまり、ご両親はレズビアンです

か？」「ご両親、結婚していますか？」「どうやって生まれましたか？」「お父さんが居なくて寂しくない
ですか？」「父親は誰か分からないのが変じゃないですか？」「お父さんとお母さんのいる家族とどう
違いますか？」「お母さんの呼び方はどうしますか？」「同性愛を押し付けられたことがありますか?」どれもとても大切な質問で、こ
の記事で素直に答えようとします。
　まず、私が生まれる前の話から始めます。１９８０年代のミネアポリス市に、母のベティーが有機栽培の食品を販売する生協に
行って、そこに勤めていた母のセーラに出逢いました。２人は恋をし、交際を始め、やがて一緒に住むようになり、犬を飼いました。
どうして父親がいないかというと、元々女性二人の関係だったからです。私の親は「女性同性愛者」を意味する「レズビアン」と、男
性も女性も好きになれる「バイセクシュアル」（両性愛者）です。数年一緒に住んでいたら、ベティーとセーラは結婚したいと決めま
したが、その時米国では同性結婚は許されていなかったので、２０１３年にミネソタ州の法律が変わるまで法律上では結婚してい
なかったです。
　女性二人で家族を始める方法はいくつかあります。国の法律によって子供を養子にできる場所とできない場所もあります。たま
に以前に異性の人との結婚で子供を授かった人が離婚後、同性のパートナーと交際するようになります。しかし、私の世代で一番
多いのは精子バンクによる人工受精です。精子バンクというのは提供者から精子を集め、妊娠を望む人に配る組織です。多くの場
合、提供者と受取人は全く交流がなく、組織はお互いの名前すら明かしません。私の両親は二回も同
じ提供者から精子を頂き、二回も妊娠して、私と兄を生んでくれたのはセーラです。つまり、母のベ
ティーとは血縁はないですが、それでも間違いなく親子です。愛情深い親が２人いるので、お父さんが
欲しいと思ったことは一度もないし、精子提供者についても余り考えることがありません。
　母２人家族での生活は、正直に言いますとお母さんとお父さんのいる家族の生活と余り変わりませ
ん。性別で役割が決まらないので、２人で育児や家事や仕事を等分することが当たり前ですが、異性の
カップルでも最近そうする人が増えています。母２人、または父２人いる子供はたまにイジメに遭うこ
とがありますが、私は運がよく、いじめられなかったです。米国英語は、「mom」「mother」「mama」「mommy」など、「お母さん」
の言い方がいくつかありますので、私達はベティーを「mommy」（マミー）、セーラを「mama」（ママ）と呼んでいます。
このような家族での育ちに特徴があるとすれば、それは親から習った寛容な意識です。人も、家族も色々、皆それなりに素敵だとい
う考え方を小さい頃からしっかりと教わりました。同性愛を押し付けられたことなんて勿論ありません。かえって、私は誰に恋をして
も親が認めてくれるということだけ、子供の時に何回も耳にしました。
　言うまでもなく、母２人、または父２人いる家族は米国に限った現象ではありません。この「虹色の家族」は日本を含んで世界の
どこにでも生活をしています。国の法律や文化によって子供を養子にできなかったり、精子バンクが存在しなかったりするし、それ
より酷い差別に遭うこともありますが、少しずつ認められるようになっています。お母さんとお父さん、母２人、父２人、おばあさん
と孫、子供のいないカップル、親１人と子供、親の再婚などのブレンデッドファミリー、形式は何であっても、愛し合ったり、支えあっ
たりしながら一緒に暮らす人は「家族」と呼べるのではないでしょうか。

ホーリー祭

　ホーリー祭というのは毎年春に行われる、全世界で十億人以上が祝うヒンズーのお祭りです。ホーリー祭
がいつから始まったか正確にはいえないのですが、紀元４世紀に発祥したと思われています。インドで最も
祝われるこの祭りは名前がいくつかあります（春のお祭り、愛のお祭り、色のお祭り）。

　ホーリー祭は春の始まりを象徴し、その時に人が集まり、仲直りをしたり、紛争を忘れポジティブさ
を広めたりします。ホーリー祭の間に、神々が「目を逸らしている」と言われるので、人間は好きに祝っ
たり喜んだりできます。インドの各地に人は色とりどりの粉を投げあったり、インクを積めた水鉄砲を
撃ち合ったりします。夕方は大きい焚き火の周りで交流したりします。
　２０２０年のホーリー祭は３月９日です。世界のほとんどの国で祝うことができますが、一番良い
経験になるのはその発祥地、インドなのでしょう。
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8
き

　  た
　  が

わ

9
き

た   
が   

わ

て
い
る
場
合
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
と
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9
　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

 

答

　村
長

　
定
期
的
な
維
持
管
理
や
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
、舗
装
の
修
繕
、危
険
箇
所
へ
の
防
護

柵
の
設
置
等
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
災
害

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

通
行
に
支
障
を
き
た
す
落
石
や
土
砂
、倒
木
の
撤

去
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、雨
の
た
び
に

側
溝
に
堆
積
土
砂
が
増
え
る
な
ど
、職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、職
員
が
現
場
へ
向
か
う
機
会
に
は

路
面
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は

周
辺
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
技
術
講
演
会
に
つ
い
て

9
　
講
演
会
後
の
取
り
組
み
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
有
用
微
生
物
で
あ
る
内
城
土
壌
菌
を
使
っ
て

の
食
品
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
や
土
作
り
に
よ
る
農

作
物
の
増
収
効
果
、減
農
薬
栽
培
に
関
す
る
内
容

　
令
和
元
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
17
日
に
開

会
し
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、４
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
つ
い
て
は
今
後
、集
落
座
談
会
や
議
会
で

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
年
度
末
に
は
次
期
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。次
期
戦
略

で
は
、地
区
が
存
続
し
続
け
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作

り
な
ど
、地
域
の
主
体
的
な
取
組
み
を
モ
デ
ル
的

に
支
援
し
、村
内
全
域
に
そ
の
動
き
を
波
及
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
で
被
災
し
ま
し
た
林
道
西
谷
線
及

び
林
道
島
日
浦
線
に
つ
い
て
は
、災
害
査
定
に
よ

る
国
庫
補
助
の
承
認
を
受
け
、復
旧
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
竹
屋
敷
線
に
つ
い
て
は
、関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、12
月
中
に
は
工

事
に
再
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
9
月
29
日
に
宿
毛
市
宇
須
々
木
地
区
の
自
主

防
災
会
長
を
講
師
に
迎
え
、西
日
本
豪
雨
の
際
に

地
区
が
と
っ
た
初
動
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
40
名
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、11
月
末
現

在
で
耐
震
診
断
2
件
、耐
震
設
計
4
件
及
び
耐
震

工
事
8
件
の
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
支
援
と
あ
わ

せ
て
、今
年
度
自
主
防
災
組
織
13
ヶ
所
に
、ガ
ス

式
の
非
常
発
電
機
を
配
置
し
ま
し
た
。被
災
時
に

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
重
要
な
電
源
の
確
保
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、菅
ノ
上
地
区
が
携
帯
電
話
不
感
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、来
年
１
月
に
基
地

局
及
び
無
線
設
備
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
運
動
教
室（
北
川
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
）に

は
11
月
末
現
在
、1
2
7
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、参
加
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

全
員
が
満
足
し
て
い
る
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。健
康
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
さ
ら
に
健
康
阻
害
要

因
を
分
析
し
、必
要
な
対
策
を
計
画
的
に
講
じ
て

い
く
た
め
行
動
計
画
案
を
村
民
の
皆
様
に
示
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
規
模
多
機
能
施
設

「
ゆ
ず
の
花
」は
7
月
末
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、小
さ

な
お
子
様
を
連
れ
た
方
や
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、11
月
末
現
在
の
利
用
者

数
は
1
、3
1
7
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、一
部
地
区

を
除
き
、春
に
は
ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
お
り
、併
せ
て
鳥
獣
対
策
と
し
て
サ
ル

用
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、規
模
拡
大
を
は
じ
め
、新
規
就
農
者
の
育

成
に
は
、経
営
す
る
ゆ
ず
園
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
の
で
、新
た
な
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
地
区
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
前
年
同
期
に
比
べ
件
数
、金
額
と
も

1.4
倍
に
増
加

し
、目
標
で
あ
る
3
0
、0
0
0
千
円
に
達
す
る
見

通
し
で
す
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品

を
揃
え
、納
税
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り
」に
は
、村

内
外
か
ら
約
1
、5
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
モ
ネ
の
庭
」の
入
園
者
は
、7
2
、5
0
4
人

で
昨
年
に
比
べ
2
、8
4
6
人
増
と
な
り
、今
期

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。光
の
庭
は
３
月
31
日

ま
で
の
工
期
で
改
良
工
事
、テ
ラ
ス
建
屋
の
建
築

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。来
年
４
月
21
日
予
定

の
開
園
20
周
年
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、記
念
事

業
を
通
年
予
定
し
て
お
り
、情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
い
集
客
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
は
、営
業
収
益
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
で
す
が
、昨
年
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
客
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
営
業
努
力

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、温
泉
近
く

の
不
動
の
滝
の
遊
歩
道
等
の
整
備
が
完
了
し
、レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
し
、周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
移
住
者
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
含
め
、10
組
20
名
、う
ち
、移
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
は
６
組
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。起

業
家
農
業
者
の
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
い

た
め
に
も
、住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
島
地
区
の
移
住
体
験
施
設
は
、ゆ
ず

農
家
で
の
農
作
業
体
験
を
は
じ
め
、大
学
生
の
中

山
間
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
、交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　
10
月
よ
り
副
村
長
を
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
体
制
が
整
い
、「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」に
つ
い
て
3
月
末
の
策
定
に
向
け
作
業
を
加

速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
は「
15
才
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
姿
」を
軸
に
、①
保

小
中
一
体
教
育
　
②
北
川
学
の
深
化
　
③
地
域

ぐ
る
み
教
育
　
④
子
育
て
支
援
、の
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
村
の
教
育
政
策

の
い
わ
ば
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

内
容
を
深
め
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
お
り
、更
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
村
民
運
動
会
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、野
川
地
区
が

優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、保
育
所
、小
学
校
、中
学

校
の
作
品
を
は
じ
め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
の
出
店
、

芸
能
発
表
会
で
は
６
組
の
団
体
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
で
は
、中
岡
慎
太
郎
を
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
学
校
５
年
生
に
よ
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、多
く
の
来
場
者
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
30
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
で
は
、中
岡

迂
山
賞
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
部
や
高
等
学

校
の
部
の
入
賞
作
品
な
ど
1
6
5
点
を
展
示
し

ま
し
た
。入
選
作
品
は
前
回
よ
り
24
点
増
え
、本

村
の
高
校
生
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

9
　
村
内
催
し
で
の
村
職
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
応
時
の
，事
故
等
発
生
時
の
補
償
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
担
当
と
し
て
参
加
し
て
い
る
職
員
、業
務
指
示

を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
職
員
は
、原
則
業
務
と

し
て
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
と
認
識
し

て
お
り
、業
務
上
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、純
粋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

に
つ
い
て
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
や
野
菜
に
使
用
す
る
こ
と
で
、増
収
、農

薬
の
低
減
な
ど
に
繋
が
り
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、村
内
で
実
証

実
験
を
実
施
し
、省
力
化
や
生
産
量
の
増
加
な
ど

の
効
果
や
効
果
的
な
使
用
方
法
を
試
行
し
て
、推

奨
で
き
る
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
実
際
に
ゆ
ず
や
野
菜
の
収
穫
増
量
、栽
培
の
省

力
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
実
証
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、農
業
振
興
の
一
方
策
と
し
て
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

9
　
子
ど
も
た
ち
に
海
外
研
修
・
修
学
旅
行
等
を

通
じ
て
全
員
に
海
外
体
験
を
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
海
外
体
験
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
柚
子
の
海

外
輸
出
が
始
ま
り
、高
知
新
港
に
寄
港
す
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
モ
ネ
の
庭
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
、外
国
人
や
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、日
頃
か
ら
外
国
語
に

接
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、子
育
て
世
代
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
き
、必
要
な
も
の

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
、実
行
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
思
い
ま
す
。

　
北
川
モ
デ
ル
の
耕
作
者
の

　
選
定
方
法
に
つ
い
て

9
　
耕
作
希
望
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

選
考
し
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
委
員
の
意
見
を
受

け
、北
川
モ
デ
ル
４
地
区
、和
田
日
曽
裏
地
区
に

関
し
て
、借
受
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
候
補
者
は
、村
内
在
住
の
規
模
拡
大
と
転
職
に

よ
る
就
農
者
が
５
名
、U
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

が
２
名
で
、新
規
就
農
者
３
名
を
含
む
７
名
で
す
。

　
①
村
内
の
規
模
拡
大
農
家
②
U
タ
ー
ン
③
I

タ
ー
ン
と
い
う
優
先
順
位
を
設
け
な
が
ら
土
地

所
有
者
の
意
見
を
も
と
に
、北
川
村
ゆ
ず
振
興
協

議
会
で
選
考
を
行
い
、村
が
耕
作
候
補
者
と
し
て

決
定
を
し
ま
し
た
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

9
　
改
選
後
の
民
生
委
員
が
定
員
割
れ
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
民
生
児
童
委
員
の
定
数
は
地
区
担
当
委
員
が

11
名
、主
任
児
童
委
員
２
名
の
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。内
、３
地
区
が
委
員
不
在
の
状
況
で
す
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
委
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
は
業
務
量
等

検
討
し
エ
リ
ア
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
参
与
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
政
策
参
与
の
効
果
は
形
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
政
策
参
与
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
要
素
が
非
常

に
強
く
、知
見
を
生
か
し
て
村
の
重
要
政
策
に
対

す
る
助
言
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。提
言
や
助
言
は
、現
在
検
討
中
の
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
産
業
振
興
、業
務
の
効
率
化
な

ど
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、今
後
は
、助
言
や
提
言
を
受
け
た

我
々
職
員
が
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
様
、今
後
の

協
議
の
中
で
そ
の
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
村
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
見
直
し
基
準
や
検
討
委
員
会
の
構
成
委
員
の

案
を
鋭
意
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
４
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、こ

の
検
討
会
で
見
直
し
基
準
を
定
め
、村
及
び
村
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
が
不
特
定
多
数
者

を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
継
続
、縮
小
、

統
合
、廃
止
な
ど
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表

の
う
え
、令
和
３
年
度
か
ら
反
映
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

9
　
野
友
地
区
の
分
譲
地
の
経
過
と
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
豪
雨
時
に
発
生
し
た
排
水
不
良
に
よ
る
追
加

工
事
の
施
工
が
完
了
し
、豪
雨
時
の
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
定
の
対
策
を
終
え
ま
し
た
の
で
、年
末
の
代
表

者
宛
文
書
、あ
る
い
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
分
譲
を
ご
案
内
し
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
２
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
、5
7
1
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、5
9
4
、0
0
6
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
、日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
10
月
29
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

■
研
修
ほ
か

◇
10
月
11
日（
金
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
7
0
周
年
祈

念
式
典
及
び
講
演
会

○
祈
念
式
典

歴
代
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

○
記
念
講
演

「
令
和
時
代
に
高
知
県
町
村
議
会
か
ら
自
由

民
権
を
再
び
」

◇
10
月
16
日（
水
）

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
講
演

「
政
権
の
課
題
と「
ポ
ス
ト
安
倍
」の
行
方
」

「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
〜
覚
悟
は
あ
る
の
か
〜

◇
10
月
25
日（
金
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
講
演

「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

○
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用

◇
11
月
26
日（
火
）

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
総
武
文
教
常
任
委

員
会
視
察
受
入

○
視
察
内
容

・
企
業
誘
致
か
ら
観
光
に
転
換
し
た
経
緯
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
開
園
ま
で
の
経
緯
、議
会
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年

第
４
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

上村　　誠 村長

モネ
の

からの
お知らせ

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/
定休日：毎週火曜日（4～6月無休）

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

お待たせしました。3月1日春の開園!!

【モネのチューリップ祭】

モネらしい、ちょっとオシャ
レで春のようにポカポカ
する 2 日間のお祭りです
♪モネの庭初出店のお
店も登場。みなさん、お
誘いあわせの上、ご来
園ください。

☆3月上旬～中旬(水の庭）
「モネの描いたオランダのチューリップ畑」
早咲きのチューリップが3万本、水の庭の
チューリップの丘に咲き誇ります!
☆3月中旬～ 4月(花の庭)
「モネの愛するわすれな草とチューリップたち」
チューリップが園内あちらこちらで満開に♪
モネの愛したわすれな草とチューリップの混
植の花壇も見ごろに。

　チューリップも咲き始め、今年も春の開園を迎えまし
た。20周年の記念の年の始まりです。ホームページに
は記念サイトも完成しました。特別イベントや4月に生ま
れ変わる「光の庭」のこと、モネの庭のこれまでの歴史
など・・・盛りだくさんでご紹介しています。ぜひチェック
してみてください。

■期間：2020年3月1日（日）～4月12日（日）

3月28日（土）
3月29日（日）

新春オープン企画
チューリップ，チューリップ 開催

※暖冬の影響で、今年は全体的に花の見ごろが早そうです。
　開花状況はHP各種SNS、お電話でお問い合わせください。

【ガラガラ抽選会・謎解きラリー・森のマルシェ・音楽 etc】

2020年4月25日
グランドオープン!!
「ボルディゲラの庭」

20周年記念サイト

★詳しいイベント内容、出店者情報はHP、各種SNSにて。

2020年

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内国民年金保険料学生納付特例制度のご案内国民年金保険料学生納付特例制度のご案内 年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50

出張年金相談開設日程（南国）

 3月  5日（木）10：00～12：00／13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター
 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

 3月26日（木）11：00～12：00／13：00～15：00 室戸市役所　
 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

○週末の年金相談
・3月14日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数
は若干少なくなっています）

年金相談の予約相談のお願い
年金相談・お手続きの際は、予約相
談をご利用ください。

予約受付専用番号：０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル）
受 　 付 　 時 　 間：8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入しなければな
りません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所
得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される

「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期
大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業
年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】１１８万円＋{ 扶養親族等の數 × ３８万円 }

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりま
すが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合は、４月
初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請
を希望される場合は、必要事項を記入
の上、ご返送ください。



8
き

　  た
　  が

わ

9
き

た   
が   

わ

て
い
る
場
合
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
と
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9
　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

 

答

　村
長

　
定
期
的
な
維
持
管
理
や
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
、舗
装
の
修
繕
、危
険
箇
所
へ
の
防
護

柵
の
設
置
等
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
災
害

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

通
行
に
支
障
を
き
た
す
落
石
や
土
砂
、倒
木
の
撤

去
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、雨
の
た
び
に

側
溝
に
堆
積
土
砂
が
増
え
る
な
ど
、職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、職
員
が
現
場
へ
向
か
う
機
会
に
は

路
面
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は

周
辺
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
技
術
講
演
会
に
つ
い
て

9
　
講
演
会
後
の
取
り
組
み
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
有
用
微
生
物
で
あ
る
内
城
土
壌
菌
を
使
っ
て

の
食
品
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
や
土
作
り
に
よ
る
農

作
物
の
増
収
効
果
、減
農
薬
栽
培
に
関
す
る
内
容

　
令
和
元
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
17
日
に
開

会
し
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、４
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
つ
い
て
は
今
後
、集
落
座
談
会
や
議
会
で

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
年
度
末
に
は
次
期
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。次
期
戦
略

で
は
、地
区
が
存
続
し
続
け
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作

り
な
ど
、地
域
の
主
体
的
な
取
組
み
を
モ
デ
ル
的

に
支
援
し
、村
内
全
域
に
そ
の
動
き
を
波
及
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
で
被
災
し
ま
し
た
林
道
西
谷
線
及

び
林
道
島
日
浦
線
に
つ
い
て
は
、災
害
査
定
に
よ

る
国
庫
補
助
の
承
認
を
受
け
、復
旧
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
竹
屋
敷
線
に
つ
い
て
は
、関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、12
月
中
に
は
工

事
に
再
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
9
月
29
日
に
宿
毛
市
宇
須
々
木
地
区
の
自
主

防
災
会
長
を
講
師
に
迎
え
、西
日
本
豪
雨
の
際
に

地
区
が
と
っ
た
初
動
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
40
名
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、11
月
末
現

在
で
耐
震
診
断
2
件
、耐
震
設
計
4
件
及
び
耐
震

工
事
8
件
の
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
支
援
と
あ
わ

せ
て
、今
年
度
自
主
防
災
組
織
13
ヶ
所
に
、ガ
ス

式
の
非
常
発
電
機
を
配
置
し
ま
し
た
。被
災
時
に

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
重
要
な
電
源
の
確
保
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、菅
ノ
上
地
区
が
携
帯
電
話
不
感
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、来
年
１
月
に
基
地

局
及
び
無
線
設
備
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
運
動
教
室（
北
川
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
）に

は
11
月
末
現
在
、1
2
7
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、参
加
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

全
員
が
満
足
し
て
い
る
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。健
康
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
さ
ら
に
健
康
阻
害
要

因
を
分
析
し
、必
要
な
対
策
を
計
画
的
に
講
じ
て

い
く
た
め
行
動
計
画
案
を
村
民
の
皆
様
に
示
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
規
模
多
機
能
施
設

「
ゆ
ず
の
花
」は
7
月
末
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、小
さ

な
お
子
様
を
連
れ
た
方
や
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、11
月
末
現
在
の
利
用
者

数
は
1
、3
1
7
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、一
部
地
区

を
除
き
、春
に
は
ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
お
り
、併
せ
て
鳥
獣
対
策
と
し
て
サ
ル

用
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、規
模
拡
大
を
は
じ
め
、新
規
就
農
者
の
育

成
に
は
、経
営
す
る
ゆ
ず
園
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
の
で
、新
た
な
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
地
区
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
前
年
同
期
に
比
べ
件
数
、金
額
と
も

1.4
倍
に
増
加

し
、目
標
で
あ
る
3
0
、0
0
0
千
円
に
達
す
る
見

通
し
で
す
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品

を
揃
え
、納
税
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り
」に
は
、村

内
外
か
ら
約
1
、5
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
モ
ネ
の
庭
」の
入
園
者
は
、7
2
、5
0
4
人

で
昨
年
に
比
べ
2
、8
4
6
人
増
と
な
り
、今
期

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。光
の
庭
は
３
月
31
日

ま
で
の
工
期
で
改
良
工
事
、テ
ラ
ス
建
屋
の
建
築

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。来
年
４
月
21
日
予
定

の
開
園
20
周
年
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、記
念
事

業
を
通
年
予
定
し
て
お
り
、情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
い
集
客
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
は
、営
業
収
益
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
で
す
が
、昨
年
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
客
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
営
業
努
力

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、温
泉
近
く

の
不
動
の
滝
の
遊
歩
道
等
の
整
備
が
完
了
し
、レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
し
、周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
移
住
者
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
含
め
、10
組
20
名
、う
ち
、移
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
は
６
組
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。起

業
家
農
業
者
の
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
い

た
め
に
も
、住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
島
地
区
の
移
住
体
験
施
設
は
、ゆ
ず

農
家
で
の
農
作
業
体
験
を
は
じ
め
、大
学
生
の
中

山
間
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
、交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　
10
月
よ
り
副
村
長
を
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
体
制
が
整
い
、「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」に
つ
い
て
3
月
末
の
策
定
に
向
け
作
業
を
加

速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
は「
15
才
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
姿
」を
軸
に
、①
保

小
中
一
体
教
育
　
②
北
川
学
の
深
化
　
③
地
域

ぐ
る
み
教
育
　
④
子
育
て
支
援
、の
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
村
の
教
育
政
策

の
い
わ
ば
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

内
容
を
深
め
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
お
り
、更
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
村
民
運
動
会
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、野
川
地
区
が

優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、保
育
所
、小
学
校
、中
学

校
の
作
品
を
は
じ
め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
の
出
店
、

芸
能
発
表
会
で
は
６
組
の
団
体
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
で
は
、中
岡
慎
太
郎
を
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
学
校
５
年
生
に
よ
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、多
く
の
来
場
者
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
30
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
で
は
、中
岡

迂
山
賞
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
部
や
高
等
学

校
の
部
の
入
賞
作
品
な
ど
1
6
5
点
を
展
示
し

ま
し
た
。入
選
作
品
は
前
回
よ
り
24
点
増
え
、本

村
の
高
校
生
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

9
　
村
内
催
し
で
の
村
職
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
応
時
の
，事
故
等
発
生
時
の
補
償
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
担
当
と
し
て
参
加
し
て
い
る
職
員
、業
務
指
示

を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
職
員
は
、原
則
業
務
と

し
て
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
と
認
識
し

て
お
り
、業
務
上
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、純
粋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

に
つ
い
て
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
や
野
菜
に
使
用
す
る
こ
と
で
、増
収
、農

薬
の
低
減
な
ど
に
繋
が
り
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、村
内
で
実
証

実
験
を
実
施
し
、省
力
化
や
生
産
量
の
増
加
な
ど

の
効
果
や
効
果
的
な
使
用
方
法
を
試
行
し
て
、推

奨
で
き
る
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
実
際
に
ゆ
ず
や
野
菜
の
収
穫
増
量
、栽
培
の
省

力
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
実
証
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、農
業
振
興
の
一
方
策
と
し
て
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

9
　
子
ど
も
た
ち
に
海
外
研
修
・
修
学
旅
行
等
を

通
じ
て
全
員
に
海
外
体
験
を
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
海
外
体
験
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
柚
子
の
海

外
輸
出
が
始
ま
り
、高
知
新
港
に
寄
港
す
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
モ
ネ
の
庭
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
、外
国
人
や
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、日
頃
か
ら
外
国
語
に

接
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、子
育
て
世
代
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
き
、必
要
な
も
の

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
、実
行
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
思
い
ま
す
。

　
北
川
モ
デ
ル
の
耕
作
者
の

　
選
定
方
法
に
つ
い
て

9
　
耕
作
希
望
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

選
考
し
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
委
員
の
意
見
を
受

け
、北
川
モ
デ
ル
４
地
区
、和
田
日
曽
裏
地
区
に

関
し
て
、借
受
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
候
補
者
は
、村
内
在
住
の
規
模
拡
大
と
転
職
に

よ
る
就
農
者
が
５
名
、U
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

が
２
名
で
、新
規
就
農
者
３
名
を
含
む
７
名
で
す
。

　
①
村
内
の
規
模
拡
大
農
家
②
U
タ
ー
ン
③
I

タ
ー
ン
と
い
う
優
先
順
位
を
設
け
な
が
ら
土
地

所
有
者
の
意
見
を
も
と
に
、北
川
村
ゆ
ず
振
興
協

議
会
で
選
考
を
行
い
、村
が
耕
作
候
補
者
と
し
て

決
定
を
し
ま
し
た
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

9
　
改
選
後
の
民
生
委
員
が
定
員
割
れ
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
民
生
児
童
委
員
の
定
数
は
地
区
担
当
委
員
が

11
名
、主
任
児
童
委
員
２
名
の
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。内
、３
地
区
が
委
員
不
在
の
状
況
で
す
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
委
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
は
業
務
量
等

検
討
し
エ
リ
ア
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
参
与
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
政
策
参
与
の
効
果
は
形
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
政
策
参
与
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
要
素
が
非
常

に
強
く
、知
見
を
生
か
し
て
村
の
重
要
政
策
に
対

す
る
助
言
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。提
言
や
助
言
は
、現
在
検
討
中
の
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
産
業
振
興
、業
務
の
効
率
化
な

ど
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、今
後
は
、助
言
や
提
言
を
受
け
た

我
々
職
員
が
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
様
、今
後
の

協
議
の
中
で
そ
の
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
村
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
見
直
し
基
準
や
検
討
委
員
会
の
構
成
委
員
の

案
を
鋭
意
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
４
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、こ

の
検
討
会
で
見
直
し
基
準
を
定
め
、村
及
び
村
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
が
不
特
定
多
数
者

を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
継
続
、縮
小
、

統
合
、廃
止
な
ど
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表

の
う
え
、令
和
３
年
度
か
ら
反
映
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

9
　
野
友
地
区
の
分
譲
地
の
経
過
と
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
豪
雨
時
に
発
生
し
た
排
水
不
良
に
よ
る
追
加

工
事
の
施
工
が
完
了
し
、豪
雨
時
の
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
定
の
対
策
を
終
え
ま
し
た
の
で
、年
末
の
代
表

者
宛
文
書
、あ
る
い
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
分
譲
を
ご
案
内
し
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
２
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
、5
7
1
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、5
9
4
、0
0
6
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
、日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
10
月
29
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

■
研
修
ほ
か

◇
10
月
11
日（
金
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
7
0
周
年
祈

念
式
典
及
び
講
演
会

○
祈
念
式
典

歴
代
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

○
記
念
講
演

「
令
和
時
代
に
高
知
県
町
村
議
会
か
ら
自
由

民
権
を
再
び
」

◇
10
月
16
日（
水
）

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
講
演

「
政
権
の
課
題
と「
ポ
ス
ト
安
倍
」の
行
方
」

「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
〜
覚
悟
は
あ
る
の
か
〜

◇
10
月
25
日（
金
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
講
演

「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

○
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用

◇
11
月
26
日（
火
）

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
総
武
文
教
常
任
委

員
会
視
察
受
入

○
視
察
内
容

・
企
業
誘
致
か
ら
観
光
に
転
換
し
た
経
緯
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
開
園
ま
で
の
経
緯
、議
会
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年

第
４
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

上村　　誠 村長

モネ
の

からの
お知らせ

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/
定休日：毎週火曜日（4～6月無休）

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

お待たせしました。3月1日春の開園!!

【モネのチューリップ祭】

モネらしい、ちょっとオシャ
レで春のようにポカポカ
する 2 日間のお祭りです
♪モネの庭初出店のお
店も登場。みなさん、お
誘いあわせの上、ご来
園ください。

☆3月上旬～中旬(水の庭）
「モネの描いたオランダのチューリップ畑」
早咲きのチューリップが3万本、水の庭の
チューリップの丘に咲き誇ります!
☆3月中旬～ 4月(花の庭)
「モネの愛するわすれな草とチューリップたち」
チューリップが園内あちらこちらで満開に♪
モネの愛したわすれな草とチューリップの混
植の花壇も見ごろに。

　チューリップも咲き始め、今年も春の開園を迎えまし
た。20周年の記念の年の始まりです。ホームページに
は記念サイトも完成しました。特別イベントや4月に生ま
れ変わる「光の庭」のこと、モネの庭のこれまでの歴史
など・・・盛りだくさんでご紹介しています。ぜひチェック
してみてください。

■期間：2020年3月1日（日）～4月12日（日）

3月28日（土）
3月29日（日）

新春オープン企画
チューリップ，チューリップ 開催

※暖冬の影響で、今年は全体的に花の見ごろが早そうです。
　開花状況はHP各種SNS、お電話でお問い合わせください。

【ガラガラ抽選会・謎解きラリー・森のマルシェ・音楽 etc】

2020年4月25日
グランドオープン!!
「ボルディゲラの庭」

20周年記念サイト

★詳しいイベント内容、出店者情報はHP、各種SNSにて。

2020年

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内国民年金保険料学生納付特例制度のご案内国民年金保険料学生納付特例制度のご案内 年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50

出張年金相談開設日程（南国）

 3月  5日（木）10：00～12：00／13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター
 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

 3月26日（木）11：00～12：00／13：00～15：00 室戸市役所　
 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

○週末の年金相談
・3月14日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数
は若干少なくなっています）

年金相談の予約相談のお願い
年金相談・お手続きの際は、予約相
談をご利用ください。

予約受付専用番号：０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル）
受 　 付 　 時 　 間：8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入しなければな
りません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所
得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される

「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期
大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業
年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】１１８万円＋{ 扶養親族等の數 × ３８万円 }

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりま
すが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合は、４月
初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請
を希望される場合は、必要事項を記入
の上、ご返送ください。



10
き

　  た
　  が

わ

11
き

た   
が   

わ

て
い
る
場
合
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
と
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9
　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

 

答

　村
長

　
定
期
的
な
維
持
管
理
や
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
、舗
装
の
修
繕
、危
険
箇
所
へ
の
防
護

柵
の
設
置
等
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
災
害

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

通
行
に
支
障
を
き
た
す
落
石
や
土
砂
、倒
木
の
撤

去
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、雨
の
た
び
に

側
溝
に
堆
積
土
砂
が
増
え
る
な
ど
、職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、職
員
が
現
場
へ
向
か
う
機
会
に
は

路
面
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は

周
辺
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
技
術
講
演
会
に
つ
い
て

9
　
講
演
会
後
の
取
り
組
み
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
有
用
微
生
物
で
あ
る
内
城
土
壌
菌
を
使
っ
て

の
食
品
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
や
土
作
り
に
よ
る
農

作
物
の
増
収
効
果
、減
農
薬
栽
培
に
関
す
る
内
容

　
令
和
元
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
17
日
に
開

会
し
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、４
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
つ
い
て
は
今
後
、集
落
座
談
会
や
議
会
で

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
年
度
末
に
は
次
期
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。次
期
戦
略

で
は
、地
区
が
存
続
し
続
け
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作

り
な
ど
、地
域
の
主
体
的
な
取
組
み
を
モ
デ
ル
的

に
支
援
し
、村
内
全
域
に
そ
の
動
き
を
波
及
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
で
被
災
し
ま
し
た
林
道
西
谷
線
及

び
林
道
島
日
浦
線
に
つ
い
て
は
、災
害
査
定
に
よ

る
国
庫
補
助
の
承
認
を
受
け
、復
旧
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
竹
屋
敷
線
に
つ
い
て
は
、関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、12
月
中
に
は
工

事
に
再
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
9
月
29
日
に
宿
毛
市
宇
須
々
木
地
区
の
自
主

防
災
会
長
を
講
師
に
迎
え
、西
日
本
豪
雨
の
際
に

地
区
が
と
っ
た
初
動
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
40
名
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、11
月
末
現

在
で
耐
震
診
断
2
件
、耐
震
設
計
4
件
及
び
耐
震

工
事
8
件
の
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
支
援
と
あ
わ

せ
て
、今
年
度
自
主
防
災
組
織
13
ヶ
所
に
、ガ
ス

式
の
非
常
発
電
機
を
配
置
し
ま
し
た
。被
災
時
に

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
重
要
な
電
源
の
確
保
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、菅
ノ
上
地
区
が
携
帯
電
話
不
感
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、来
年
１
月
に
基
地

局
及
び
無
線
設
備
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
運
動
教
室（
北
川
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
）に

は
11
月
末
現
在
、1
2
7
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、参
加
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

全
員
が
満
足
し
て
い
る
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。健
康
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
さ
ら
に
健
康
阻
害
要

因
を
分
析
し
、必
要
な
対
策
を
計
画
的
に
講
じ
て

い
く
た
め
行
動
計
画
案
を
村
民
の
皆
様
に
示
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
規
模
多
機
能
施
設

「
ゆ
ず
の
花
」は
7
月
末
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、小
さ

な
お
子
様
を
連
れ
た
方
や
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、11
月
末
現
在
の
利
用
者

数
は
1
、3
1
7
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、一
部
地
区

を
除
き
、春
に
は
ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
お
り
、併
せ
て
鳥
獣
対
策
と
し
て
サ
ル

用
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、規
模
拡
大
を
は
じ
め
、新
規
就
農
者
の
育

成
に
は
、経
営
す
る
ゆ
ず
園
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
の
で
、新
た
な
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
地
区
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
前
年
同
期
に
比
べ
件
数
、金
額
と
も
1.4
倍
に
増
加

し
、目
標
で
あ
る
3
0
、0
0
0
千
円
に
達
す
る
見

通
し
で
す
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品

を
揃
え
、納
税
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り
」に
は
、村

内
外
か
ら
約
1
、5
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
モ
ネ
の
庭
」の
入
園
者
は
、7
2
、5
0
4
人

で
昨
年
に
比
べ
2
、8
4
6
人
増
と
な
り
、今
期

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。光
の
庭
は
３
月
31
日

ま
で
の
工
期
で
改
良
工
事
、テ
ラ
ス
建
屋
の
建
築

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。来
年
４
月
21
日
予
定

の
開
園
20
周
年
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、記
念
事

業
を
通
年
予
定
し
て
お
り
、情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
い
集
客
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
は
、営
業
収
益
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
で
す
が
、昨
年
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
客
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
営
業
努
力

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、温
泉
近
く

の
不
動
の
滝
の
遊
歩
道
等
の
整
備
が
完
了
し
、レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
し
、周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
移
住
者
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
含
め
、10
組
20
名
、う
ち
、移
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
は
６
組
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。起

業
家
農
業
者
の
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
い

た
め
に
も
、住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
島
地
区
の
移
住
体
験
施
設
は
、ゆ
ず

農
家
で
の
農
作
業
体
験
を
は
じ
め
、大
学
生
の
中

山
間
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
、交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　
10
月
よ
り
副
村
長
を
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
体
制
が
整
い
、「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」に
つ
い
て
3
月
末
の
策
定
に
向
け
作
業
を
加

速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
は「
15
才
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
姿
」を
軸
に
、①
保

小
中
一
体
教
育
　
②
北
川
学
の
深
化
　
③
地
域

ぐ
る
み
教
育
　
④
子
育
て
支
援
、の
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
村
の
教
育
政
策

の
い
わ
ば
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

内
容
を
深
め
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
お
り
、更
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
村
民
運
動
会
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、野
川
地
区
が

優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、保
育
所
、小
学
校
、中
学

校
の
作
品
を
は
じ
め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
の
出
店
、

芸
能
発
表
会
で
は
６
組
の
団
体
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
で
は
、中
岡
慎
太
郎
を
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
学
校
５
年
生
に
よ
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、多
く
の
来
場
者
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
30
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
で
は
、中
岡

迂
山
賞
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
部
や
高
等
学

校
の
部
の
入
賞
作
品
な
ど
1
6
5
点
を
展
示
し

ま
し
た
。入
選
作
品
は
前
回
よ
り
24
点
増
え
、本

村
の
高
校
生
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

9
　
村
内
催
し
で
の
村
職
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
応
時
の
，事
故
等
発
生
時
の
補
償
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
担
当
と
し
て
参
加
し
て
い
る
職
員
、業
務
指
示

を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
職
員
は
、原
則
業
務
と

し
て
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
と
認
識
し

て
お
り
、業
務
上
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、純
粋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

に
つ
い
て
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
や
野
菜
に
使
用
す
る
こ
と
で
、増
収
、農

薬
の
低
減
な
ど
に
繋
が
り
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、村
内
で
実
証

実
験
を
実
施
し
、省
力
化
や
生
産
量
の
増
加
な
ど

の
効
果
や
効
果
的
な
使
用
方
法
を
試
行
し
て
、推

奨
で
き
る
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
実
際
に
ゆ
ず
や
野
菜
の
収
穫
増
量
、栽
培
の
省

力
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
実
証
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、農
業
振
興
の
一
方
策
と
し
て
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

9
　
子
ど
も
た
ち
に
海
外
研
修
・
修
学
旅
行
等
を

通
じ
て
全
員
に
海
外
体
験
を
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
海
外
体
験
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
柚
子
の
海

外
輸
出
が
始
ま
り
、高
知
新
港
に
寄
港
す
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
モ
ネ
の
庭
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
、外
国
人
や
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、日
頃
か
ら
外
国
語
に

接
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、子
育
て
世
代
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
き
、必
要
な
も
の

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
、実
行
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
思
い
ま
す
。

　
北
川
モ
デ
ル
の
耕
作
者
の

　
選
定
方
法
に
つ
い
て

9
　
耕
作
希
望
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

選
考
し
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
委
員
の
意
見
を
受

け
、北
川
モ
デ
ル
４
地
区
、和
田
日
曽
裏
地
区
に

関
し
て
、借
受
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
候
補
者
は
、村
内
在
住
の
規
模
拡
大
と
転
職
に

よ
る
就
農
者
が
５
名
、U
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

が
２
名
で
、新
規
就
農
者
３
名
を
含
む
７
名
で
す
。

　
①
村
内
の
規
模
拡
大
農
家
②
U
タ
ー
ン
③
I

タ
ー
ン
と
い
う
優
先
順
位
を
設
け
な
が
ら
土
地

所
有
者
の
意
見
を
も
と
に
、北
川
村
ゆ
ず
振
興
協

議
会
で
選
考
を
行
い
、村
が
耕
作
候
補
者
と
し
て

決
定
を
し
ま
し
た
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

9
　
改
選
後
の
民
生
委
員
が
定
員
割
れ
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
民
生
児
童
委
員
の
定
数
は
地
区
担
当
委
員
が

11
名
、主
任
児
童
委
員
２
名
の
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。内
、３
地
区
が
委
員
不
在
の
状
況
で
す
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
委
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
は
業
務
量
等

検
討
し
エ
リ
ア
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
参
与
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
政
策
参
与
の
効
果
は
形
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
政
策
参
与
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
要
素
が
非
常

に
強
く
、知
見
を
生
か
し
て
村
の
重
要
政
策
に
対

す
る
助
言
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。提
言
や
助
言
は
、現
在
検
討
中
の
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
産
業
振
興
、業
務
の
効
率
化
な

ど
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、今
後
は
、助
言
や
提
言
を
受
け
た

我
々
職
員
が
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
様
、今
後
の

協
議
の
中
で
そ
の
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
村
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
見
直
し
基
準
や
検
討
委
員
会
の
構
成
委
員
の

案
を
鋭
意
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
４
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、こ

の
検
討
会
で
見
直
し
基
準
を
定
め
、村
及
び
村
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
が
不
特
定
多
数
者

を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
継
続
、縮
小
、

統
合
、廃
止
な
ど
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表

の
う
え
、令
和
３
年
度
か
ら
反
映
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

9
　
野
友
地
区
の
分
譲
地
の
経
過
と
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
豪
雨
時
に
発
生
し
た
排
水
不
良
に
よ
る
追
加

工
事
の
施
工
が
完
了
し
、豪
雨
時
の
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
定
の
対
策
を
終
え
ま
し
た
の
で
、年
末
の
代
表

者
宛
文
書
、あ
る
い
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
分
譲
を
ご
案
内
し
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
２
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
、5
7
1
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、5
9
4
、0
0
6
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
、日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
10
月
29
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

■
研
修
ほ
か

◇
10
月
11
日（
金
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
7
0
周
年
祈

念
式
典
及
び
講
演
会

○
祈
念
式
典

歴
代
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

○
記
念
講
演

「
令
和
時
代
に
高
知
県
町
村
議
会
か
ら
自
由

民
権
を
再
び
」

◇
10
月
16
日（
水
）

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
講
演

「
政
権
の
課
題
と「
ポ
ス
ト
安
倍
」の
行
方
」

「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
〜
覚
悟
は
あ
る
の
か
〜

◇
10
月
25
日（
金
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
講
演

「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

○
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用

◇
11
月
26
日（
火
）

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
総
武
文
教
常
任
委

員
会
視
察
受
入

○
視
察
内
容

・
企
業
誘
致
か
ら
観
光
に
転
換
し
た
経
緯
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
開
園
ま
で
の
経
緯
、議
会
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1127

発
注
件
数

1017

完
了
件
数

41

発
注
率

90・
9
％

63・
0
％

完
了
率

36・
4
％

3・
７
％

平岡　章秀 議員

和田　和恵 議員

濵渦　章 議員

浜渦　康雄 議員



10
き

　  た
　  が

わ

11
き

た   
が   

わ

て
い
る
場
合
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
と
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9
　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

 

答

　村
長

　
定
期
的
な
維
持
管
理
や
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
、舗
装
の
修
繕
、危
険
箇
所
へ
の
防
護

柵
の
設
置
等
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
災
害

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

通
行
に
支
障
を
き
た
す
落
石
や
土
砂
、倒
木
の
撤

去
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、雨
の
た
び
に

側
溝
に
堆
積
土
砂
が
増
え
る
な
ど
、職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、職
員
が
現
場
へ
向
か
う
機
会
に
は

路
面
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は

周
辺
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
技
術
講
演
会
に
つ
い
て

9
　
講
演
会
後
の
取
り
組
み
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
有
用
微
生
物
で
あ
る
内
城
土
壌
菌
を
使
っ
て

の
食
品
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
や
土
作
り
に
よ
る
農

作
物
の
増
収
効
果
、減
農
薬
栽
培
に
関
す
る
内
容

　
令
和
元
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
17
日
に
開

会
し
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、４
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
つ
い
て
は
今
後
、集
落
座
談
会
や
議
会
で

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
年
度
末
に
は
次
期
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。次
期
戦
略

で
は
、地
区
が
存
続
し
続
け
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作

り
な
ど
、地
域
の
主
体
的
な
取
組
み
を
モ
デ
ル
的

に
支
援
し
、村
内
全
域
に
そ
の
動
き
を
波
及
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
で
被
災
し
ま
し
た
林
道
西
谷
線
及

び
林
道
島
日
浦
線
に
つ
い
て
は
、災
害
査
定
に
よ

る
国
庫
補
助
の
承
認
を
受
け
、復
旧
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
竹
屋
敷
線
に
つ
い
て
は
、関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、12
月
中
に
は
工

事
に
再
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
9
月
29
日
に
宿
毛
市
宇
須
々
木
地
区
の
自
主

防
災
会
長
を
講
師
に
迎
え
、西
日
本
豪
雨
の
際
に

地
区
が
と
っ
た
初
動
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
40
名
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、11
月
末
現

在
で
耐
震
診
断
2
件
、耐
震
設
計
4
件
及
び
耐
震

工
事
8
件
の
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
支
援
と
あ
わ

せ
て
、今
年
度
自
主
防
災
組
織
13
ヶ
所
に
、ガ
ス

式
の
非
常
発
電
機
を
配
置
し
ま
し
た
。被
災
時
に

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
重
要
な
電
源
の
確
保
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、菅
ノ
上
地
区
が
携
帯
電
話
不
感
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、来
年
１
月
に
基
地

局
及
び
無
線
設
備
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
運
動
教
室（
北
川
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
）に

は
11
月
末
現
在
、1
2
7
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、参
加
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

全
員
が
満
足
し
て
い
る
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。健
康
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
さ
ら
に
健
康
阻
害
要

因
を
分
析
し
、必
要
な
対
策
を
計
画
的
に
講
じ
て

い
く
た
め
行
動
計
画
案
を
村
民
の
皆
様
に
示
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
規
模
多
機
能
施
設

「
ゆ
ず
の
花
」は
7
月
末
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、小
さ

な
お
子
様
を
連
れ
た
方
や
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、11
月
末
現
在
の
利
用
者

数
は
1
、3
1
7
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、一
部
地
区

を
除
き
、春
に
は
ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
お
り
、併
せ
て
鳥
獣
対
策
と
し
て
サ
ル

用
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、規
模
拡
大
を
は
じ
め
、新
規
就
農
者
の
育

成
に
は
、経
営
す
る
ゆ
ず
園
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
の
で
、新
た
な
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
地
区
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
前
年
同
期
に
比
べ
件
数
、金
額
と
も
1.4
倍
に
増
加

し
、目
標
で
あ
る
3
0
、0
0
0
千
円
に
達
す
る
見

通
し
で
す
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品

を
揃
え
、納
税
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り
」に
は
、村

内
外
か
ら
約
1
、5
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
モ
ネ
の
庭
」の
入
園
者
は
、7
2
、5
0
4
人

で
昨
年
に
比
べ
2
、8
4
6
人
増
と
な
り
、今
期

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。光
の
庭
は
３
月
31
日

ま
で
の
工
期
で
改
良
工
事
、テ
ラ
ス
建
屋
の
建
築

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。来
年
４
月
21
日
予
定

の
開
園
20
周
年
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、記
念
事

業
を
通
年
予
定
し
て
お
り
、情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
い
集
客
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
は
、営
業
収
益
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
で
す
が
、昨
年
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
客
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
営
業
努
力

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、温
泉
近
く

の
不
動
の
滝
の
遊
歩
道
等
の
整
備
が
完
了
し
、レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
し
、周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
移
住
者
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
含
め
、10
組
20
名
、う
ち
、移
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
は
６
組
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。起

業
家
農
業
者
の
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
い

た
め
に
も
、住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
島
地
区
の
移
住
体
験
施
設
は
、ゆ
ず

農
家
で
の
農
作
業
体
験
を
は
じ
め
、大
学
生
の
中

山
間
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
、交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　
10
月
よ
り
副
村
長
を
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
体
制
が
整
い
、「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」に
つ
い
て
3
月
末
の
策
定
に
向
け
作
業
を
加

速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
は「
15
才
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
姿
」を
軸
に
、①
保

小
中
一
体
教
育
　
②
北
川
学
の
深
化
　
③
地
域

ぐ
る
み
教
育
　
④
子
育
て
支
援
、の
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
村
の
教
育
政
策

の
い
わ
ば
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

内
容
を
深
め
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
お
り
、更
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
村
民
運
動
会
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、野
川
地
区
が

優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、保
育
所
、小
学
校
、中
学

校
の
作
品
を
は
じ
め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
の
出
店
、

芸
能
発
表
会
で
は
６
組
の
団
体
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
で
は
、中
岡
慎
太
郎
を
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
学
校
５
年
生
に
よ
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、多
く
の
来
場
者
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
30
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
で
は
、中
岡

迂
山
賞
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
部
や
高
等
学

校
の
部
の
入
賞
作
品
な
ど
1
6
5
点
を
展
示
し

ま
し
た
。入
選
作
品
は
前
回
よ
り
24
点
増
え
、本

村
の
高
校
生
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

9
　
村
内
催
し
で
の
村
職
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
応
時
の
，事
故
等
発
生
時
の
補
償
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
担
当
と
し
て
参
加
し
て
い
る
職
員
、業
務
指
示

を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
職
員
は
、原
則
業
務
と

し
て
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
と
認
識
し

て
お
り
、業
務
上
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、純
粋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

に
つ
い
て
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
や
野
菜
に
使
用
す
る
こ
と
で
、増
収
、農

薬
の
低
減
な
ど
に
繋
が
り
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、村
内
で
実
証

実
験
を
実
施
し
、省
力
化
や
生
産
量
の
増
加
な
ど

の
効
果
や
効
果
的
な
使
用
方
法
を
試
行
し
て
、推

奨
で
き
る
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
実
際
に
ゆ
ず
や
野
菜
の
収
穫
増
量
、栽
培
の
省

力
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
実
証
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、農
業
振
興
の
一
方
策
と
し
て
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

9
　
子
ど
も
た
ち
に
海
外
研
修
・
修
学
旅
行
等
を

通
じ
て
全
員
に
海
外
体
験
を
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
海
外
体
験
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
柚
子
の
海

外
輸
出
が
始
ま
り
、高
知
新
港
に
寄
港
す
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
モ
ネ
の
庭
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
、外
国
人
や
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、日
頃
か
ら
外
国
語
に

接
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、子
育
て
世
代
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
き
、必
要
な
も
の

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
、実
行
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
思
い
ま
す
。

　
北
川
モ
デ
ル
の
耕
作
者
の

　
選
定
方
法
に
つ
い
て

9
　
耕
作
希
望
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

選
考
し
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
委
員
の
意
見
を
受

け
、北
川
モ
デ
ル
４
地
区
、和
田
日
曽
裏
地
区
に

関
し
て
、借
受
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
候
補
者
は
、村
内
在
住
の
規
模
拡
大
と
転
職
に

よ
る
就
農
者
が
５
名
、U
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

が
２
名
で
、新
規
就
農
者
３
名
を
含
む
７
名
で
す
。

　
①
村
内
の
規
模
拡
大
農
家
②
U
タ
ー
ン
③
I

タ
ー
ン
と
い
う
優
先
順
位
を
設
け
な
が
ら
土
地

所
有
者
の
意
見
を
も
と
に
、北
川
村
ゆ
ず
振
興
協

議
会
で
選
考
を
行
い
、村
が
耕
作
候
補
者
と
し
て

決
定
を
し
ま
し
た
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

9
　
改
選
後
の
民
生
委
員
が
定
員
割
れ
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
民
生
児
童
委
員
の
定
数
は
地
区
担
当
委
員
が

11
名
、主
任
児
童
委
員
２
名
の
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。内
、３
地
区
が
委
員
不
在
の
状
況
で
す
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
委
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
は
業
務
量
等

検
討
し
エ
リ
ア
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
参
与
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
政
策
参
与
の
効
果
は
形
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

 
答

　村
長

　
政
策
参
与
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
要
素
が
非
常

に
強
く
、知
見
を
生
か
し
て
村
の
重
要
政
策
に
対

す
る
助
言
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。提
言
や
助
言
は
、現
在
検
討
中
の
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
産
業
振
興
、業
務
の
効
率
化
な

ど
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、今
後
は
、助
言
や
提
言
を
受
け
た

我
々
職
員
が
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
様
、今
後
の

協
議
の
中
で
そ
の
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
村
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
見
直
し
基
準
や
検
討
委
員
会
の
構
成
委
員
の

案
を
鋭
意
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
４
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、こ

の
検
討
会
で
見
直
し
基
準
を
定
め
、村
及
び
村
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
が
不
特
定
多
数
者

を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
継
続
、縮
小
、

統
合
、廃
止
な
ど
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表

の
う
え
、令
和
３
年
度
か
ら
反
映
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

9
　
野
友
地
区
の
分
譲
地
の
経
過
と
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
豪
雨
時
に
発
生
し
た
排
水
不
良
に
よ
る
追
加

工
事
の
施
工
が
完
了
し
、豪
雨
時
の
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
定
の
対
策
を
終
え
ま
し
た
の
で
、年
末
の
代
表

者
宛
文
書
、あ
る
い
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
分
譲
を
ご
案
内
し
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
２
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
、5
7
1
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、5
9
4
、0
0
6
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
、日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
10
月
29
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

■
研
修
ほ
か

◇
10
月
11
日（
金
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
7
0
周
年
祈

念
式
典
及
び
講
演
会

○
祈
念
式
典

歴
代
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

○
記
念
講
演

「
令
和
時
代
に
高
知
県
町
村
議
会
か
ら
自
由

民
権
を
再
び
」

◇
10
月
16
日（
水
）

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
講
演

「
政
権
の
課
題
と「
ポ
ス
ト
安
倍
」の
行
方
」

「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
〜
覚
悟
は
あ
る
の
か
〜

◇
10
月
25
日（
金
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
講
演

「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

○
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用

◇
11
月
26
日（
火
）

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
総
武
文
教
常
任
委

員
会
視
察
受
入

○
視
察
内
容

・
企
業
誘
致
か
ら
観
光
に
転
換
し
た
経
緯
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
開
園
ま
で
の
経
緯
、議
会
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1127

発
注
件
数

1017

完
了
件
数

41

発
注
率

90・
9
％

63・
0
％

完
了
率

36・
4
％

3・
７
％

平岡　章秀 議員

和田　和恵 議員

濵渦　章 議員

浜渦　康雄 議員



12
き

　  た
　  が

わ

13
き

た   
が   

わ

て
い
る
場
合
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
と
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9
　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

 

答

　村
長

　
定
期
的
な
維
持
管
理
や
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
、舗
装
の
修
繕
、危
険
箇
所
へ
の
防
護

柵
の
設
置
等
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
災
害

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

通
行
に
支
障
を
き
た
す
落
石
や
土
砂
、倒
木
の
撤

去
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、雨
の
た
び
に

側
溝
に
堆
積
土
砂
が
増
え
る
な
ど
、職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、職
員
が
現
場
へ
向
か
う
機
会
に
は

路
面
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は

周
辺
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
技
術
講
演
会
に
つ
い
て

9
　
講
演
会
後
の
取
り
組
み
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
有
用
微
生
物
で
あ
る
内
城
土
壌
菌
を
使
っ
て

の
食
品
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
や
土
作
り
に
よ
る
農

作
物
の
増
収
効
果
、減
農
薬
栽
培
に
関
す
る
内
容

　
令
和
元
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
17
日
に
開

会
し
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、４
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
つ
い
て
は
今
後
、集
落
座
談
会
や
議
会
で

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
年
度
末
に
は
次
期
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。次
期
戦
略

で
は
、地
区
が
存
続
し
続
け
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作

り
な
ど
、地
域
の
主
体
的
な
取
組
み
を
モ
デ
ル
的

に
支
援
し
、村
内
全
域
に
そ
の
動
き
を
波
及
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
で
被
災
し
ま
し
た
林
道
西
谷
線
及

び
林
道
島
日
浦
線
に
つ
い
て
は
、災
害
査
定
に
よ

る
国
庫
補
助
の
承
認
を
受
け
、復
旧
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
竹
屋
敷
線
に
つ
い
て
は
、関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、12
月
中
に
は
工

事
に
再
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
9
月
29
日
に
宿
毛
市
宇
須
々
木
地
区
の
自
主

防
災
会
長
を
講
師
に
迎
え
、西
日
本
豪
雨
の
際
に

地
区
が
と
っ
た
初
動
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
40
名
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、11
月
末
現

在
で
耐
震
診
断
2
件
、耐
震
設
計
4
件
及
び
耐
震

工
事
8
件
の
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
支
援
と
あ
わ

せ
て
、今
年
度
自
主
防
災
組
織
13
ヶ
所
に
、ガ
ス

式
の
非
常
発
電
機
を
配
置
し
ま
し
た
。被
災
時
に

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
重
要
な
電
源
の
確
保
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、菅
ノ
上
地
区
が
携
帯
電
話
不
感
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、来
年
１
月
に
基
地

局
及
び
無
線
設
備
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
運
動
教
室（
北
川
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
）に

は
11
月
末
現
在
、1
2
7
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、参
加
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

全
員
が
満
足
し
て
い
る
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。健
康
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
さ
ら
に
健
康
阻
害
要

因
を
分
析
し
、必
要
な
対
策
を
計
画
的
に
講
じ
て

い
く
た
め
行
動
計
画
案
を
村
民
の
皆
様
に
示
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
規
模
多
機
能
施
設

「
ゆ
ず
の
花
」は
7
月
末
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、小
さ

な
お
子
様
を
連
れ
た
方
や
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、11
月
末
現
在
の
利
用
者

数
は
1
、3
1
7
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、一
部
地
区

を
除
き
、春
に
は
ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
お
り
、併
せ
て
鳥
獣
対
策
と
し
て
サ
ル

用
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、規
模
拡
大
を
は
じ
め
、新
規
就
農
者
の
育

成
に
は
、経
営
す
る
ゆ
ず
園
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
の
で
、新
た
な
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
地
区
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
前
年
同
期
に
比
べ
件
数
、金
額
と
も
1.4
倍
に
増
加

し
、目
標
で
あ
る
3
0
、0
0
0
千
円
に
達
す
る
見

通
し
で
す
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品

を
揃
え
、納
税
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り
」に
は
、村

内
外
か
ら
約
1
、5
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
モ
ネ
の
庭
」の
入
園
者
は
、7
2
、5
0
4
人

で
昨
年
に
比
べ
2
、8
4
6
人
増
と
な
り
、今
期

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。光
の
庭
は
３
月
31
日

ま
で
の
工
期
で
改
良
工
事
、テ
ラ
ス
建
屋
の
建
築

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。来
年
４
月
21
日
予
定

の
開
園
20
周
年
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、記
念
事

業
を
通
年
予
定
し
て
お
り
、情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
い
集
客
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
は
、営
業
収
益
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
で
す
が
、昨
年
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
客
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
営
業
努
力

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、温
泉
近
く

の
不
動
の
滝
の
遊
歩
道
等
の
整
備
が
完
了
し
、レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
し
、周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
移
住
者
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
含
め
、10
組
20
名
、う
ち
、移
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
は
６
組
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。起

業
家
農
業
者
の
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
い

た
め
に
も
、住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
島
地
区
の
移
住
体
験
施
設
は
、ゆ
ず

農
家
で
の
農
作
業
体
験
を
は
じ
め
、大
学
生
の
中

山
間
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
、交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　
10
月
よ
り
副
村
長
を
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
体
制
が
整
い
、「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」に
つ
い
て
3
月
末
の
策
定
に
向
け
作
業
を
加

速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
は「
15
才
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
姿
」を
軸
に
、①
保

小
中
一
体
教
育
　
②
北
川
学
の
深
化
　
③
地
域

ぐ
る
み
教
育
　
④
子
育
て
支
援
、の
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
村
の
教
育
政
策

の
い
わ
ば
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

内
容
を
深
め
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
お
り
、更
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
村
民
運
動
会
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、野
川
地
区
が

優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、保
育
所
、小
学
校
、中
学

校
の
作
品
を
は
じ
め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
の
出
店
、

芸
能
発
表
会
で
は
６
組
の
団
体
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
で
は
、中
岡
慎
太
郎
を
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
学
校
５
年
生
に
よ
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、多
く
の
来
場
者
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
30
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
で
は
、中
岡

迂
山
賞
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
部
や
高
等
学

校
の
部
の
入
賞
作
品
な
ど
1
6
5
点
を
展
示
し

ま
し
た
。入
選
作
品
は
前
回
よ
り
24
点
増
え
、本

村
の
高
校
生
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

9
　
村
内
催
し
で
の
村
職
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
応
時
の
，事
故
等
発
生
時
の
補
償
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
担
当
と
し
て
参
加
し
て
い
る
職
員
、業
務
指
示

を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
職
員
は
、原
則
業
務
と

し
て
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
と
認
識
し

て
お
り
、業
務
上
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、純
粋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

に
つ
い
て
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
や
野
菜
に
使
用
す
る
こ
と
で
、増
収
、農

薬
の
低
減
な
ど
に
繋
が
り
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、村
内
で
実
証

実
験
を
実
施
し
、省
力
化
や
生
産
量
の
増
加
な
ど

の
効
果
や
効
果
的
な
使
用
方
法
を
試
行
し
て
、推

奨
で
き
る
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
実
際
に
ゆ
ず
や
野
菜
の
収
穫
増
量
、栽
培
の
省

力
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
実
証
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、農
業
振
興
の
一
方
策
と
し
て
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

9
　
子
ど
も
た
ち
に
海
外
研
修
・
修
学
旅
行
等
を

通
じ
て
全
員
に
海
外
体
験
を
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
海
外
体
験
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
柚
子
の
海

外
輸
出
が
始
ま
り
、高
知
新
港
に
寄
港
す
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
モ
ネ
の
庭
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
、外
国
人
や
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、日
頃
か
ら
外
国
語
に

接
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、子
育
て
世
代
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
き
、必
要
な
も
の

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
、実
行
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
思
い
ま
す
。

　
北
川
モ
デ
ル
の
耕
作
者
の

　
選
定
方
法
に
つ
い
て

9
　
耕
作
希
望
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

選
考
し
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
委
員
の
意
見
を
受

け
、北
川
モ
デ
ル
４
地
区
、和
田
日
曽
裏
地
区
に

関
し
て
、借
受
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
候
補
者
は
、村
内
在
住
の
規
模
拡
大
と
転
職
に

よ
る
就
農
者
が
５
名
、U
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

が
２
名
で
、新
規
就
農
者
３
名
を
含
む
７
名
で
す
。

　
①
村
内
の
規
模
拡
大
農
家
②
U
タ
ー
ン
③
I

タ
ー
ン
と
い
う
優
先
順
位
を
設
け
な
が
ら
土
地

所
有
者
の
意
見
を
も
と
に
、北
川
村
ゆ
ず
振
興
協

議
会
で
選
考
を
行
い
、村
が
耕
作
候
補
者
と
し
て

決
定
を
し
ま
し
た
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

9
　
改
選
後
の
民
生
委
員
が
定
員
割
れ
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
民
生
児
童
委
員
の
定
数
は
地
区
担
当
委
員
が

11
名
、主
任
児
童
委
員
２
名
の
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。内
、３
地
区
が
委
員
不
在
の
状
況
で
す
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
委
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
は
業
務
量
等

検
討
し
エ
リ
ア
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
参
与
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
政
策
参
与
の
効
果
は
形
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
政
策
参
与
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
要
素
が
非
常

に
強
く
、知
見
を
生
か
し
て
村
の
重
要
政
策
に
対

す
る
助
言
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。提
言
や
助
言
は
、現
在
検
討
中
の
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
産
業
振
興
、業
務
の
効
率
化
な

ど
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、今
後
は
、助
言
や
提
言
を
受
け
た

我
々
職
員
が
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
様
、今
後
の

協
議
の
中
で
そ
の
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
村
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
見
直
し
基
準
や
検
討
委
員
会
の
構
成
委
員
の

案
を
鋭
意
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
４
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、こ

の
検
討
会
で
見
直
し
基
準
を
定
め
、村
及
び
村
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
が
不
特
定
多
数
者

を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
継
続
、縮
小
、

統
合
、廃
止
な
ど
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表

の
う
え
、令
和
３
年
度
か
ら
反
映
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

9
　
野
友
地
区
の
分
譲
地
の
経
過
と
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
豪
雨
時
に
発
生
し
た
排
水
不
良
に
よ
る
追
加

工
事
の
施
工
が
完
了
し
、豪
雨
時
の
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
定
の
対
策
を
終
え
ま
し
た
の
で
、年
末
の
代
表

者
宛
文
書
、あ
る
い
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
分
譲
を
ご
案
内
し
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 
・・

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
２
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
、5
7
1
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、5
9
4
、0
0
6
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
、日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
10
月
29
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

■
研
修
ほ
か

◇
10
月
11
日（
金
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
7
0
周
年
祈

念
式
典
及
び
講
演
会

○
祈
念
式
典

歴
代
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

○
記
念
講
演

「
令
和
時
代
に
高
知
県
町
村
議
会
か
ら
自
由

民
権
を
再
び
」

◇
10
月
16
日（
水
）

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
講
演

「
政
権
の
課
題
と「
ポ
ス
ト
安
倍
」の
行
方
」

「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
〜
覚
悟
は
あ
る
の
か
〜

◇
10
月
25
日（
金
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
講
演

「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

○
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用

◇
11
月
26
日（
火
）

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
総
武
文
教
常
任
委

員
会
視
察
受
入

○
視
察
内
容

・
企
業
誘
致
か
ら
観
光
に
転
換
し
た
経
緯
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
開
園
ま
で
の
経
緯
、議
会
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

北
川
小
中
学
校
運
動
会（
北
川
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修

高
知
県
大
豊
町
／
お
お
と
よ
製

材（
株
）、高
知
県
本
山
町
／
本
山

町
議
会
）

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
田
野

町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
定
例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁

舎
）

み
ど
り
保
育
園
運
動
会（
み
ど
り

保
育
園
）

防
災
講
演
会（
北
川
村
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

交
通
安
全
街
頭
指
導（
北
川
村
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
田

野
町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
定

例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」開

始
式（
高
知
市
）

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

（
香
川
県
）

正
副
会
長
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

県
選
出
国
会
議
員
と
町
村
長
・
町

村
議
会
議
長
と
の
意
見
交
換
会

（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

関
西
北
川
会
総
会
・
懇
親
会（
大

阪
市
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立

70
周
年
記
念
式
典
及
び
講
演
会

（
高
知
市
）

北
川
村
民
運
動
会（
北
川
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
定
例
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
全

員
協
議
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
定
例
会

（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

四
国
地
区
町
村
議
長
会
研
修
会

（
徳
島
市
）

第
２
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合（
奈
半

９
月
18
日（
水
）

９
月
19
日（
木
）

９
月
20
日（
金
）

９
月
21
日（
土
）

９
月
24
日（
火
）

９
月
25
日（
水
）

９
月
27
日（
金
）

９
月
28
日（
土
）

９
月
29
日（
日
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

10
月
１
日（
火
）

10
月
２
日（
水
）

10
月
５
日（
土
）

10
月
６
日（
日
）

10
月
11
日（
金
）

10
月
13
日（
日
）

10
月
15
日（
月
）

10
月
16
日（
水
）

10
月
17
日（
木
）

令
和
元
年

９
月
議
会
以
降
の

議
長
会
務
報
告



12
き

　  た
　  が

わ

13
き

た   
が   

わ

て
い
る
場
合
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

者
と
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9
　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

 

答

　村
長

　
定
期
的
な
維
持
管
理
や
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
、舗
装
の
修
繕
、危
険
箇
所
へ
の
防
護

柵
の
設
置
等
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
災
害

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

通
行
に
支
障
を
き
た
す
落
石
や
土
砂
、倒
木
の
撤

去
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、雨
の
た
び
に

側
溝
に
堆
積
土
砂
が
増
え
る
な
ど
、職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、職
員
が
現
場
へ
向
か
う
機
会
に
は

路
面
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は

周
辺
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、迅
速
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
技
術
講
演
会
に
つ
い
て

9
　
講
演
会
後
の
取
り
組
み
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
有
用
微
生
物
で
あ
る
内
城
土
壌
菌
を
使
っ
て

の
食
品
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
や
土
作
り
に
よ
る
農

作
物
の
増
収
効
果
、減
農
薬
栽
培
に
関
す
る
内
容

　
令
和
元
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
17
日
に
開

会
し
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、４
氏
が
８
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
つ
い
て
は
今
後
、集
落
座
談
会
や
議
会
で

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
年
度
末
に
は
次
期
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。次
期
戦
略

で
は
、地
区
が
存
続
し
続
け
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作

り
な
ど
、地
域
の
主
体
的
な
取
組
み
を
モ
デ
ル
的

に
支
援
し
、村
内
全
域
に
そ
の
動
き
を
波
及
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
で
被
災
し
ま
し
た
林
道
西
谷
線
及

び
林
道
島
日
浦
線
に
つ
い
て
は
、災
害
査
定
に
よ

る
国
庫
補
助
の
承
認
を
受
け
、復
旧
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
竹
屋
敷
線
に
つ
い
て
は
、関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
結
果
、12
月
中
に
は
工

事
に
再
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
9
月
29
日
に
宿
毛
市
宇
須
々
木
地
区
の
自
主

防
災
会
長
を
講
師
に
迎
え
、西
日
本
豪
雨
の
際
に

地
区
が
と
っ
た
初
動
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
40
名
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、11
月
末
現

在
で
耐
震
診
断
2
件
、耐
震
設
計
4
件
及
び
耐
震

工
事
8
件
の
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
支
援
と
あ
わ

せ
て
、今
年
度
自
主
防
災
組
織
13
ヶ
所
に
、ガ
ス

式
の
非
常
発
電
機
を
配
置
し
ま
し
た
。被
災
時
に

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
重
要
な
電
源
の
確
保
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、菅
ノ
上
地
区
が
携
帯
電
話
不
感
地

区
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、来
年
１
月
に
基
地

局
及
び
無
線
設
備
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
運
動
教
室（
北
川
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
）に

は
11
月
末
現
在
、1
2
7
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、参
加
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

全
員
が
満
足
し
て
い
る
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。健
康
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
さ
ら
に
健
康
阻
害
要

因
を
分
析
し
、必
要
な
対
策
を
計
画
的
に
講
じ
て

い
く
た
め
行
動
計
画
案
を
村
民
の
皆
様
に
示
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
規
模
多
機
能
施
設

「
ゆ
ず
の
花
」は
7
月
末
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、小
さ

な
お
子
様
を
連
れ
た
方
や
地
域
の
皆
様
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、11
月
末
現
在
の
利
用
者

数
は
1
、3
1
7
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、一
部
地
区

を
除
き
、春
に
は
ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
お
り
、併
せ
て
鳥
獣
対
策
と
し
て
サ
ル

用
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、規
模
拡
大
を
は
じ
め
、新
規
就
農
者
の
育

成
に
は
、経
営
す
る
ゆ
ず
園
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
の
で
、新
た
な
北
川
モ
デ
ル
の
実
施
地
区
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
前
年
同
期
に
比
べ
件
数
、金
額
と
も
1.4
倍
に
増
加

し
、目
標
で
あ
る
3
0
、0
0
0
千
円
に
達
す
る
見

通
し
で
す
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品

を
揃
え
、納
税
額
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り
」に
は
、村

内
外
か
ら
約
1
、5
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
モ
ネ
の
庭
」の
入
園
者
は
、7
2
、5
0
4
人

で
昨
年
に
比
べ
2
、8
4
6
人
増
と
な
り
、今
期

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。光
の
庭
は
３
月
31
日

ま
で
の
工
期
で
改
良
工
事
、テ
ラ
ス
建
屋
の
建
築

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。来
年
４
月
21
日
予
定

の
開
園
20
周
年
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、記
念
事

業
を
通
年
予
定
し
て
お
り
、情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
い
集
客
増
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
は
、営
業
収
益
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
で
す
が
、昨
年
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
客
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
営
業
努
力

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、温
泉
近
く

の
不
動
の
滝
の
遊
歩
道
等
の
整
備
が
完
了
し
、レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出
し
、周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
移
住
者
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
含
め
、10
組
20
名
、う
ち
、移
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
は
６
組
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。起

業
家
農
業
者
の
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
な
い

た
め
に
も
、住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
島
地
区
の
移
住
体
験
施
設
は
、ゆ
ず

農
家
で
の
農
作
業
体
験
を
は
じ
め
、大
学
生
の
中

山
間
地
域
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
、交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　
10
月
よ
り
副
村
長
を
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
体
制
が
整
い
、「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」に
つ
い
て
3
月
末
の
策
定
に
向
け
作
業
を
加

速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
は「
15
才
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
姿
」を
軸
に
、①
保

小
中
一
体
教
育
　
②
北
川
学
の
深
化
　
③
地
域

ぐ
る
み
教
育
　
④
子
育
て
支
援
、の
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
村
の
教
育
政
策

の
い
わ
ば
羅
針
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ

け
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

内
容
を
深
め
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
保
護
者
や
地
域
住
民
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
お
り
、更
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
村
民
運
動
会
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、野
川
地
区
が

優
勝
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、保
育
所
、小
学
校
、中
学

校
の
作
品
を
は
じ
め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
く

の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
の
出
店
、

芸
能
発
表
会
で
は
６
組
の
団
体
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
で
は
、中
岡
慎
太
郎
を
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
小
学
校
５
年
生
に
よ
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、多
く
の
来
場
者
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
30
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
で
は
、中
岡

迂
山
賞
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
部
や
高
等
学

校
の
部
の
入
賞
作
品
な
ど
1
6
5
点
を
展
示
し

ま
し
た
。入
選
作
品
は
前
回
よ
り
24
点
増
え
、本

村
の
高
校
生
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

9
　
村
内
催
し
で
の
村
職
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
応
時
の
，事
故
等
発
生
時
の
補
償
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
担
当
と
し
て
参
加
し
て
い
る
職
員
、業
務
指
示

を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
職
員
は
、原
則
業
務
と

し
て
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
と
認
識
し

て
お
り
、業
務
上
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、純
粋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

に
つ
い
て
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
や
野
菜
に
使
用
す
る
こ
と
で
、増
収
、農

薬
の
低
減
な
ど
に
繋
が
り
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、村
内
で
実
証

実
験
を
実
施
し
、省
力
化
や
生
産
量
の
増
加
な
ど

の
効
果
や
効
果
的
な
使
用
方
法
を
試
行
し
て
、推

奨
で
き
る
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
実
際
に
ゆ
ず
や
野
菜
の
収
穫
増
量
、栽
培
の
省

力
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
実
証
結
果
が
出
ま
し

た
ら
、農
業
振
興
の
一
方
策
と
し
て
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

9
　
子
ど
も
た
ち
に
海
外
研
修
・
修
学
旅
行
等
を

通
じ
て
全
員
に
海
外
体
験
を
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

 

答

　村
長

　
海
外
体
験
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
柚
子
の
海

外
輸
出
が
始
ま
り
、高
知
新
港
に
寄
港
す
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
モ
ネ
の
庭
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
、外
国
人
や
外
国
語
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、日
頃
か
ら
外
国
語
に

接
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、子
育
て
世
代
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
き
、必
要
な
も
の

は
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
、実
行
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
思
い
ま
す
。

　
北
川
モ
デ
ル
の
耕
作
者
の

　
選
定
方
法
に
つ
い
て

9
　
耕
作
希
望
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で

選
考
し
た
の
か
。

 

答

　村
長

　
北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
委
員
の
意
見
を
受

け
、北
川
モ
デ
ル
４
地
区
、和
田
日
曽
裏
地
区
に

関
し
て
、借
受
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
候
補
者
は
、村
内
在
住
の
規
模
拡
大
と
転
職
に

よ
る
就
農
者
が
５
名
、U
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

が
２
名
で
、新
規
就
農
者
３
名
を
含
む
７
名
で
す
。

　
①
村
内
の
規
模
拡
大
農
家
②
U
タ
ー
ン
③
I

タ
ー
ン
と
い
う
優
先
順
位
を
設
け
な
が
ら
土
地

所
有
者
の
意
見
を
も
と
に
、北
川
村
ゆ
ず
振
興
協

議
会
で
選
考
を
行
い
、村
が
耕
作
候
補
者
と
し
て

決
定
を
し
ま
し
た
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

9
　
改
選
後
の
民
生
委
員
が
定
員
割
れ
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
民
生
児
童
委
員
の
定
数
は
地
区
担
当
委
員
が

11
名
、主
任
児
童
委
員
２
名
の
13
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。内
、３
地
区
が
委
員
不
在
の
状
況
で
す
。

こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
委
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
は
業
務
量
等

検
討
し
エ
リ
ア
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
参
与
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
政
策
参
与
の
効
果
は
形
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　
政
策
参
与
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
要
素
が
非
常

に
強
く
、知
見
を
生
か
し
て
村
の
重
要
政
策
に
対

す
る
助
言
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。提
言
や
助
言
は
、現
在
検
討
中
の
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
産
業
振
興
、業
務
の
効
率
化
な

ど
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、今
後
は
、助
言
や
提
言
を
受
け
た

我
々
職
員
が
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
様
、今
後
の

協
議
の
中
で
そ
の
成
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
村
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
見
直
し
基
準
や
検
討
委
員
会
の
構
成
委
員
の

案
を
鋭
意
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
４
月
に
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、こ

の
検
討
会
で
見
直
し
基
準
を
定
め
、村
及
び
村
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
団
体
が
不
特
定
多
数
者

を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
継
続
、縮
小
、

統
合
、廃
止
な
ど
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表

の
う
え
、令
和
３
年
度
か
ら
反
映
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

9
　
野
友
地
区
の
分
譲
地
の
経
過
と
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
豪
雨
時
に
発
生
し
た
排
水
不
良
に
よ
る
追
加

工
事
の
施
工
が
完
了
し
、豪
雨
時
の
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
定
の
対
策
を
終
え
ま
し
た
の
で
、年
末
の
代
表

者
宛
文
書
、あ
る
い
は
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
分
譲
を
ご
案
内
し
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
議
案
第
２
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て(

議
案
第
７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
1
、5
7
1
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、5
9
4
、0
0
6
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
、日
本
政
府
が
積
極

的
役
割
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
10
月
29
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

■
研
修
ほ
か

◇
10
月
11
日（
金
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
7
0
周
年
祈

念
式
典
及
び
講
演
会

○
祈
念
式
典

歴
代
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

○
記
念
講
演

「
令
和
時
代
に
高
知
県
町
村
議
会
か
ら
自
由

民
権
を
再
び
」

◇
10
月
16
日（
水
）

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
講
演

「
政
権
の
課
題
と「
ポ
ス
ト
安
倍
」の
行
方
」

「
地
方
創
生
の
リ
ア
ル
〜
覚
悟
は
あ
る
の
か
〜

◇
10
月
25
日（
金
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

○
講
演

「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

○
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用

◇
11
月
26
日（
火
）

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
総
武
文
教
常
任
委

員
会
視
察
受
入

○
視
察
内
容

・
企
業
誘
致
か
ら
観
光
に
転
換
し
た
経
緯
に

つ
い
て

・
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
開
園
ま
で
の
経
緯
、議
会
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

北
川
小
中
学
校
運
動
会（
北
川
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修

高
知
県
大
豊
町
／
お
お
と
よ
製

材（
株
）、高
知
県
本
山
町
／
本
山

町
議
会
）

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
田
野

町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
定
例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁

舎
）

み
ど
り
保
育
園
運
動
会（
み
ど
り

保
育
園
）

防
災
講
演
会（
北
川
村
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

交
通
安
全
街
頭
指
導（
北
川
村
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
田

野
町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
定

例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」開

始
式（
高
知
市
）

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

（
香
川
県
）

正
副
会
長
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

県
選
出
国
会
議
員
と
町
村
長
・
町

村
議
会
議
長
と
の
意
見
交
換
会

（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

関
西
北
川
会
総
会
・
懇
親
会（
大

阪
市
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立

70
周
年
記
念
式
典
及
び
講
演
会

（
高
知
市
）

北
川
村
民
運
動
会（
北
川
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
定
例
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
全

員
協
議
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
定
例
会

（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

四
国
地
区
町
村
議
長
会
研
修
会

（
徳
島
市
）

第
２
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合（
奈
半

９
月
18
日（
水
）

９
月
19
日（
木
）

９
月
20
日（
金
）

９
月
21
日（
土
）

９
月
24
日（
火
）

９
月
25
日（
水
）

９
月
27
日（
金
）

９
月
28
日（
土
）

９
月
29
日（
日
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

10
月
１
日（
火
）

10
月
２
日（
水
）

10
月
５
日（
土
）

10
月
６
日（
日
）

10
月
11
日（
金
）

10
月
13
日（
日
）

10
月
15
日（
月
）

10
月
16
日（
水
）

10
月
17
日（
木
）

令
和
元
年

９
月
議
会
以
降
の

議
長
会
務
報
告



14
き

　  た
　  が

わ

15
き

た   
が   

わ

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
、１
月
29
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
、一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
諮
問
第
１
号
）

　
大
久
保
　
久
美
子
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
1
2
、5
0
0
千
円
増
額
し
、予
算

総
額
2
、6
0
6
、5
0
6
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
2
年

第
1
回
臨
時
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

北
川
小
中
学
校
運
動
会（
北
川
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修

高
知
県
大
豊
町
／
お
お
と
よ
製

材（
株
）、高
知
県
本
山
町
／
本
山

町
議
会
）

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
田
野

町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
定
例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁

舎
）

み
ど
り
保
育
園
運
動
会（
み
ど
り

保
育
園
）

防
災
講
演
会（
北
川
村
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

交
通
安
全
街
頭
指
導（
北
川
村
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
田

野
町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
定

例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

利
町
／
愛
光
園
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
総
会（
安
芸

市
）

道
路
整
備
の
充
実
を
求
め
る
四

国
東
南
部
大
会（
安
芸
市
）

高
知
県
消
防
大
会
　
慰
労
会（
北

川
村
）

都
道
府
県
会
長
会
・
全
国
町
村
議

員
会
館
臨
時
評
議
員
会（
東
京

都
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
四
国
地
方

整
備
局
要
望
活
動（
香
川
県
高
松

市
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
高
知
市
／
春

野
町
ピ
ア
ス
テ
ー
ジ
）

中
岡
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

（
北
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー
）

北
川
村
議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
会
式（
北
川
村
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
）（
副
議
長
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

四
国
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成

同
盟
会
四
国
地
方
整
備
局
要
望

四
国
地
方
整
備
局（
香
川
県
高
松

市
）

高
知
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭（
い

の
町
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知

市
）

北
川
村
議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
表
彰
式（
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
）（
副
議
長
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
高
知

県
要
望（
高
知
県
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
会
連
合
会

徳
島
県
要
望（
徳
島
市
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外

視
察

（
岩
手
県
／
陸
前
高
田
市
・
気
仙

沼
市（
大
川
小
学
校
）

宮
城
県
／
女
川
町
・
仙
台
市（
荒

浜
小
学
校
・
閖
上
地
区
））

政
党
と
の
懇
談
会
・
県
選
出
国

会
議
員
と
の
意
見
交
換
会（
東
京

都
）

創
立
70
周
年
記
念
全
国
議
長
大

会（
東
京
都
）

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員

の
加
入
を
求
め
る
全
国
大
会（
東

京
都
）

地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
東
京
都
）

京
都
高
知
県
人
会
墓
前
祭
、
総

会（
京
都
市
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

（
副
議
長
）

沖
縄「
土
佐
之
塔
」
慰
霊
祭（
沖

縄
県
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
中
央
要
望

（
東
京
都
）

９
月
18
日（
水
）

９
月
19
日（
木
）

９
月
20
日（
金
）

９
月
21
日（
土
）

９
月
24
日（
火
）

９
月
25
日（
水
）

９
月
27
日（
金
）

９
月
28
日（
土
）

９
月
29
日（
日
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

10
月
18
日（
金
）

10
月
19
日（
土
）

10
月
24
日（
木
）

10
月
25
日（
金
）

10
月
25
日（
金
）

10
月
27
日（
日
）

10
月
28
日（
月
）

10
月
29
日（
火
）

10
月
30
日（
水
）

10
月
31
日（
木
）

11
月
１
日（
金
）

11
月
７
日（
木
）

11
月
８
日（
金
）

11
月
10
日（
日
）

〜

11
月
12
日（
火
）

11
月
12
日（
火
）

11
月
13
日（
水
）

11
月
14
日（
木
）

11
月
15
日（
金
）

11
月
17
日（
日
）

11
月
18
日（
月
）

11
月
20
日（
水
）

北
川
村
文
化
祭

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
視
察

　
受
入
れ（
北
川
村
庁
舎
）

中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
表
彰

式（
北
川
村
民
会
館
）

林
業
振
興
環
境
部
副
部
長
協
議

（
高
知
県
庁
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
魚
梁
瀬

公
園
線
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

（
高
知
県
庁
）（
副
議
長
）

県
選
出
国
会
議
員
、
財
務
省
、

農
村
振
興
局
等
へ
の
要
望
活
動

（
東
京
都
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い（
北
川

村
）

消
防
団
忘
年
会（
北
川
村
）（
副

議
長
・
常
任
委
員
長
）

道
に
関
す
る
意
見
交
換
会

奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会
北

川
分
会（
北
川
村
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

11
月
23
日（
土
）

11
月
26
日（
火
）

11
月
30
日（
土
）

12
月
２
日（
月
）

12
月
３
日（
火
）

12
月
６
日（
金
）

12
月
７
日（
土
）

12
月
７
日（
土
）

12
月
９
日（
月
）

12
月
10
日（
火
）
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発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
、１
月
29
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
、一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
諮
問
第
１
号
）

　
大
久
保
　
久
美
子
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
1
2
、5
0
0
千
円
増
額
し
、予
算

総
額
2
、6
0
6
、5
0
6
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
2
年

第
1
回
臨
時
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

北
川
小
中
学
校
運
動
会（
北
川
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修

高
知
県
大
豊
町
／
お
お
と
よ
製

材（
株
）、高
知
県
本
山
町
／
本
山

町
議
会
）

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
田
野

町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議

会
定
例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁

舎
）

み
ど
り
保
育
園
運
動
会（
み
ど
り

保
育
園
）

防
災
講
演
会（
北
川
村
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

交
通
安
全
街
頭
指
導（
北
川
村
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
田

野
町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
定

例
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

利
町
／
愛
光
園
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
総
会（
安
芸

市
）

道
路
整
備
の
充
実
を
求
め
る
四

国
東
南
部
大
会（
安
芸
市
）

高
知
県
消
防
大
会
　
慰
労
会（
北

川
村
）

都
道
府
県
会
長
会
・
全
国
町
村
議

員
会
館
臨
時
評
議
員
会（
東
京

都
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
四
国
地
方

整
備
局
要
望
活
動（
香
川
県
高
松

市
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
高
知
市
／
春

野
町
ピ
ア
ス
テ
ー
ジ
）

中
岡
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

（
北
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー
）

北
川
村
議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
会
式（
北
川
村
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
）（
副
議
長
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

四
国
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成

同
盟
会
四
国
地
方
整
備
局
要
望

四
国
地
方
整
備
局（
香
川
県
高
松

市
）

高
知
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭（
い

の
町
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知

市
）

北
川
村
議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
表
彰
式（
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
）（
副
議
長
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
高
知

県
要
望（
高
知
県
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
会
連
合
会

徳
島
県
要
望（
徳
島
市
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外

視
察

（
岩
手
県
／
陸
前
高
田
市
・
気
仙

沼
市（
大
川
小
学
校
）

宮
城
県
／
女
川
町
・
仙
台
市（
荒

浜
小
学
校
・
閖
上
地
区
））

政
党
と
の
懇
談
会
・
県
選
出
国

会
議
員
と
の
意
見
交
換
会（
東
京

都
）

創
立
70
周
年
記
念
全
国
議
長
大

会（
東
京
都
）

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員

の
加
入
を
求
め
る
全
国
大
会（
東

京
都
）

地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
東
京
都
）

京
都
高
知
県
人
会
墓
前
祭
、
総

会（
京
都
市
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

（
副
議
長
）

沖
縄「
土
佐
之
塔
」
慰
霊
祭（
沖

縄
県
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
中
央
要
望

（
東
京
都
）

９
月
18
日（
水
）

９
月
19
日（
木
）

９
月
20
日（
金
）

９
月
21
日（
土
）

９
月
24
日（
火
）

９
月
25
日（
水
）

９
月
27
日（
金
）

９
月
28
日（
土
）

９
月
29
日（
日
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

９
月
30
日（
月
）

10
月
18
日（
金
）

10
月
19
日（
土
）

10
月
24
日（
木
）

10
月
25
日（
金
）

10
月
25
日（
金
）

10
月
27
日（
日
）

10
月
28
日（
月
）

10
月
29
日（
火
）

10
月
30
日（
水
）

10
月
31
日（
木
）

11
月
１
日（
金
）

11
月
７
日（
木
）

11
月
８
日（
金
）

11
月
10
日（
日
）

〜

11
月
12
日（
火
）

11
月
12
日（
火
）

11
月
13
日（
水
）

11
月
14
日（
木
）

11
月
15
日（
金
）

11
月
17
日（
日
）

11
月
18
日（
月
）

11
月
20
日（
水
）

北
川
村
文
化
祭

和
歌
山
県
九
度
山
町
議
会
視
察

　
受
入
れ（
北
川
村
庁
舎
）

中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
表
彰

式（
北
川
村
民
会
館
）

林
業
振
興
環
境
部
副
部
長
協
議

（
高
知
県
庁
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
魚
梁
瀬

公
園
線
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

（
高
知
県
庁
）（
副
議
長
）

県
選
出
国
会
議
員
、
財
務
省
、

農
村
振
興
局
等
へ
の
要
望
活
動

（
東
京
都
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い（
北
川

村
）

消
防
団
忘
年
会（
北
川
村
）（
副

議
長
・
常
任
委
員
長
）

道
に
関
す
る
意
見
交
換
会

奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会
北

川
分
会（
北
川
村
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

11
月
23
日（
土
）

11
月
26
日（
火
）

11
月
30
日（
土
）

12
月
２
日（
月
）

12
月
３
日（
火
）

12
月
６
日（
金
）

12
月
７
日（
土
）

12
月
７
日（
土
）

12
月
９
日（
月
）

12
月
10
日（
火
）
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～健診をうけましょう～3月

保健だより
　３月中旬に来年度の健診（特定健診・がん検診）の意向確認のアンケートを個別配布します。
　村の集団検診は、5月～ 7月に行います。この機会にご自身の体の状態を確認しましょう。

　メタボや自覚のない体の異常を早期に発見し、生活習慣を改善していくこ
とが目的です。
　これらの状態をそのままにすると血管が痛み（動脈硬化）、心臓病や脳卒
中などの重い病気につながります。毎年健診を受け、前年と見比べましょう。

◇特定健診とは・・・

◇特定健診の対象者

◇よくある質問やご意見

◇村の集団検診受診の流れ

短
歌
教
室

大
西

　
　豊

朝
も
や
が

　溶
け
て
か
ら
ま
る

　庭
も
み
じ

　銀
に
輝
く

　滴
き
よ
ら
か

濵
渦

　静
子

わ
が
家
に

　抱
き
背
負
い
し

　女
孫
よ
り

　

　シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の

　手
造
り
届
く

濵
渦

　美
恵
子

灯
を
消
せ
ば

　月
影
庭
に

　あ
ふ
れ
お
り

　武
漢
を
渡
る

　月
も
こ
の
月

内
藤

　明
信

人
は
皆

　時
の
旅
人

　つ
か
の
間
の

　旅
な
る
が
ゆ
え

　愛
し
み
あ
ふ
る

社
城

　芳
子

窓
ご
し
に

　見
ゆ
る
隣
家
の

　山
茶
花
が

　今
年
は
ピ
ン
ク
の

　満
開
が
ゆ
れ
る

大
寺

　一子

新
し
い
　年
と
成
り
ま
し
た

　宜
し
く
ね

　此
の
年
寄
り
を

　恐
れ
い
り
ま
す

田
村
猪
世
子
（
H
26
・
3
作
）

最
愛
の

　友
を
送
り
ぬ

　年
重
ね

　老
い
ゆ
く
事
の

　わ
び
し
哀
し
き

中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

当会では2018年度より「北川村ふるさと寄附返礼品取扱い業務」を村より委託していただき、ご寄附を頂いた
皆様に北川村の品をお礼の品としてお贈りする業務を担わせていただいております。
2019年度の最終月の今回は「ふるさと寄附返礼品」について紹介させて頂きます。
今年度は昨年6月の総務省の「返礼率」に関する決定から、寄附額が減少するのではない
かと心配もされておりましたが、昨年度を上回る件数のご寄附をいただく事ができました。
ご用意するお礼の品は、ゆずの郷らしく、北川村の柚子を使った加工品や、村で長く活
動されているグループや団体が作っている製品、ジビエ、米、植物、モネの庭や中岡慎太
郎館、北川村温泉利用券など、北川村の物に特化しています。
ゆず加工品は使ってくださった寄附者からお褒めのお言葉をたくさん頂き、『北川村のゆず製品を知ってからは
他のゆず製品は使えません』というようなお声を下さる寄附者は少なくありません。
「岡島精米所」のかんば餅、「小島山菜グループ」のゆず味噌やゆず皮の佃煮、羊羹、「北川むつみ会」の焼き肉のた
れやすし酢、「こつも焼」の焼き締めミニチュア壺などは、北川村にしかない品で、高齢・後継者問題などから継続して
いく事の難しさも併せて紹介していますので、その事に対する応援メッセージをたくさんお寄せくださいます。
北川村には返礼品にする品物の種類が少ないだろう、と言われますが、「ここにしかない」品が多くあります。
また、提供して下さる各業者の方々、生産者の方々が皆さん申し合わせたように、北川村を応援しくれる方々に喜ん
で貰いたい、寄附して下さってありがたい、という感謝の思いでその時の『最良』の状態の品を納品してくださいます。
梱包し、発送する私達も、提供者の方々の思いを裏切る事のないよう、品物を丁寧に扱い、感謝の思いを伝える
事を心がけています。
北川村にご寄附してくださる方にリピーターが多いのは「ここにしかない」品があり、関わる人達が心からご支援
くださる皆さまに「ありがたい」と感じている気持ちが伝わるからではないかと思っています。
寄附と同時に多くの応援メッセージをお寄せいただいておりますが、今回はその中から『公開しても良い』と許可
を下さった寄附者のメッセージを抜粋して紹介させていただきます。

○柚子の里は多いとは言え、自然農法のものを分けて頂
けるとは嬉しいです。
○ゆずが大好きなので沢山の商品が紹介されて気に入りまし
た。是非ゆず農家を応援したく寄付させていただきました。
これからもお体に気を付けて素晴らしいゆずを作って下さい
○中岡慎太郎先生が本当に大好きです。いつか必ず伺います。
○北川村の柚子が大好きです。モネも中岡慎太郎の生家
も、もっとPRしてたくさんの人が訪れることを願ってま
す。高知の偉人は龍馬だけじゃないぞぉー♡
○毎年訪れたいところです。ゆずドレッシングは最高です。
応援しています。
○子供がかんばもちが大好きで毎年ふるさと納税をきっかけ
に頂いています。これからも毎年寄付したいと考えておりま
すので、美味しいかんばもちを作り続けてください(^^)
○初めて利用させて頂きます。面白そうな自治体と思い寄
附を決めました。これからも応援しようと思います。
○3回目の寄付です。観光して以来北川村が大好きです。
これからも寄付しますのでよろしくお願いします。
○中学まで北川村にお世話になりました。毎年一度は
北川に帰っていますが間もなく終了しそうな気配です。
北川村の益々の発展を埼玉からお祈りいたします。
○北川村のポン酢しか使えなくなってしましました。何時
もおいしくいただいています。
○前回寄付時の返礼品対応がとても良く、感謝と温かい
気持ちになりました。また寄附をしたい、次はかんぱもち

を…と思っていました。これからも頑張ってください。
○北川村に行ってみたいです。村なのに文化的な取り組
みがすごいなあと思っています。
○自然が大好きで、将来、旅行してみたい候補地なので、
ふるさと納税にて寄付させていただきます。街の発展に、
少なからず寄与できたらと思います。
○おばちゃん達をはじめ、皆さんのおかげで美味しい調味
料を頂ける事感謝しています。焼肉のたれ！楽しみです。
ごちそうになります。
○ゆず大好きです。以前、こちら（熊本）のスーパーで高知
県産のゆずポン酢を買い、あまりの美味しさに衝撃を受
けました。以前、町おこしに関する書籍を読んだ際も、農
家のおじいちゃん、おばあちゃん達がゆず産業を支えて
いると知り、ものすごく応援したい気持ちになりました。こ
れからも、美味しいゆず製品を楽しみにしております^^
○ジビエ文化を絶やさないよう子供たちへ継承して貰い
たいです。
○ここでしかいただけないもの！素敵です。
○いろいろな産地からポン酢をお取り寄せしましたが、
北川村のゆず加工品は日本一です。知り合いにもPRし
ています。これからも応援していきます。
○同封されたリーフレットを見て家族がぜひ一度往訪した
い町だと言っております。ゆずの特産品も素晴らしいです。
○龍馬の活躍も中岡慎太郎あってのこと。その故郷で
ある北川村を応援したいと思います。

20～74歳の国民健康保険加入者 75歳以上 20～74歳の扶養に入っている人（妻など）

受診の確認
個別配布の

アンケートにて受診の
意向を記入し提出

してください。

健診の案内送付
5日ほど前に
健診の案内が

届きます。

健診受診
北部は小島集会所、
南部は村民会館で

行います。

何の症状もないのに受けるの？

毎年受ける必要はあるの？

仕事が忙しいから行かない

見えないところでからだは悲鳴をあげています
健診で体のチェックをしましょう

病気の発見が遅れると、多くの時間と
費用を治療に費やすことに！

からだは変化しています！
毎年の変化を見比べましょう

検査結果が悪かったらと思うと怖くって…

病気の芽は小さなうちに摘み取り、
安心を手に入れましょう

○身体計測　○血圧測定
○尿検査　　○視診・聴診・触診
○血液検査
　（脂質、肝機能、糖、腎機能など）

特定健診で調べる項目

無料
20代～

病院で特定健診を受診される方
希望者には受診券を送付します。病院に連絡し、予約を取ってから受診してください

なお、がん検診（胃内視鏡検査を除く）は、
対象年齢の村民皆さんが中芸地区内の

集団検診にて無料で受けることができます

きたがわフィットネス教室のお知らせきたがわフィットネス教室のお知らせきたがわフィットネス教室のお知らせ
●3月  7日（土） AM10:00 ～
●3月20日（金） PM  7:00 ～

□対 象 者：北川村にお住まいの方
□場　　所：保健センター（予約不要です）
□持ちもの：飲み物、ヨガマットまたはバスタオル
□料　　金：無料

3月の
開催日
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【寄附者からの応援メッセージ】

ふるさと寄附お礼の品（一部）
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～健診をうけましょう～3月

保健だより
　３月中旬に来年度の健診（特定健診・がん検診）の意向確認のアンケートを個別配布します。
　村の集団検診は、5月～ 7月に行います。この機会にご自身の体の状態を確認しましょう。

　メタボや自覚のない体の異常を早期に発見し、生活習慣を改善していくこ
とが目的です。
　これらの状態をそのままにすると血管が痛み（動脈硬化）、心臓病や脳卒
中などの重い病気につながります。毎年健診を受け、前年と見比べましょう。

◇特定健診とは・・・

◇特定健診の対象者

◇よくある質問やご意見

◇村の集団検診受診の流れ
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中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

当会では2018年度より「北川村ふるさと寄附返礼品取扱い業務」を村より委託していただき、ご寄附を頂いた
皆様に北川村の品をお礼の品としてお贈りする業務を担わせていただいております。
2019年度の最終月の今回は「ふるさと寄附返礼品」について紹介させて頂きます。
今年度は昨年6月の総務省の「返礼率」に関する決定から、寄附額が減少するのではない
かと心配もされておりましたが、昨年度を上回る件数のご寄附をいただく事ができました。
ご用意するお礼の品は、ゆずの郷らしく、北川村の柚子を使った加工品や、村で長く活
動されているグループや団体が作っている製品、ジビエ、米、植物、モネの庭や中岡慎太
郎館、北川村温泉利用券など、北川村の物に特化しています。
ゆず加工品は使ってくださった寄附者からお褒めのお言葉をたくさん頂き、『北川村のゆず製品を知ってからは
他のゆず製品は使えません』というようなお声を下さる寄附者は少なくありません。
「岡島精米所」のかんば餅、「小島山菜グループ」のゆず味噌やゆず皮の佃煮、羊羹、「北川むつみ会」の焼き肉のた
れやすし酢、「こつも焼」の焼き締めミニチュア壺などは、北川村にしかない品で、高齢・後継者問題などから継続して
いく事の難しさも併せて紹介していますので、その事に対する応援メッセージをたくさんお寄せくださいます。
北川村には返礼品にする品物の種類が少ないだろう、と言われますが、「ここにしかない」品が多くあります。
また、提供して下さる各業者の方々、生産者の方々が皆さん申し合わせたように、北川村を応援しくれる方々に喜ん
で貰いたい、寄附して下さってありがたい、という感謝の思いでその時の『最良』の状態の品を納品してくださいます。
梱包し、発送する私達も、提供者の方々の思いを裏切る事のないよう、品物を丁寧に扱い、感謝の思いを伝える
事を心がけています。
北川村にご寄附してくださる方にリピーターが多いのは「ここにしかない」品があり、関わる人達が心からご支援
くださる皆さまに「ありがたい」と感じている気持ちが伝わるからではないかと思っています。
寄附と同時に多くの応援メッセージをお寄せいただいておりますが、今回はその中から『公開しても良い』と許可
を下さった寄附者のメッセージを抜粋して紹介させていただきます。

○柚子の里は多いとは言え、自然農法のものを分けて頂
けるとは嬉しいです。
○ゆずが大好きなので沢山の商品が紹介されて気に入りまし
た。是非ゆず農家を応援したく寄付させていただきました。
これからもお体に気を付けて素晴らしいゆずを作って下さい
○中岡慎太郎先生が本当に大好きです。いつか必ず伺います。
○北川村の柚子が大好きです。モネも中岡慎太郎の生家
も、もっとPRしてたくさんの人が訪れることを願ってま
す。高知の偉人は龍馬だけじゃないぞぉー♡
○毎年訪れたいところです。ゆずドレッシングは最高です。
応援しています。
○子供がかんばもちが大好きで毎年ふるさと納税をきっかけ
に頂いています。これからも毎年寄付したいと考えておりま
すので、美味しいかんばもちを作り続けてください(^^)
○初めて利用させて頂きます。面白そうな自治体と思い寄
附を決めました。これからも応援しようと思います。
○3回目の寄付です。観光して以来北川村が大好きです。
これからも寄付しますのでよろしくお願いします。
○中学まで北川村にお世話になりました。毎年一度は
北川に帰っていますが間もなく終了しそうな気配です。
北川村の益々の発展を埼玉からお祈りいたします。
○北川村のポン酢しか使えなくなってしましました。何時
もおいしくいただいています。
○前回寄付時の返礼品対応がとても良く、感謝と温かい
気持ちになりました。また寄附をしたい、次はかんぱもち

を…と思っていました。これからも頑張ってください。
○北川村に行ってみたいです。村なのに文化的な取り組
みがすごいなあと思っています。
○自然が大好きで、将来、旅行してみたい候補地なので、
ふるさと納税にて寄付させていただきます。街の発展に、
少なからず寄与できたらと思います。
○おばちゃん達をはじめ、皆さんのおかげで美味しい調味
料を頂ける事感謝しています。焼肉のたれ！楽しみです。
ごちそうになります。
○ゆず大好きです。以前、こちら（熊本）のスーパーで高知
県産のゆずポン酢を買い、あまりの美味しさに衝撃を受
けました。以前、町おこしに関する書籍を読んだ際も、農
家のおじいちゃん、おばあちゃん達がゆず産業を支えて
いると知り、ものすごく応援したい気持ちになりました。こ
れからも、美味しいゆず製品を楽しみにしております^^
○ジビエ文化を絶やさないよう子供たちへ継承して貰い
たいです。
○ここでしかいただけないもの！素敵です。
○いろいろな産地からポン酢をお取り寄せしましたが、
北川村のゆず加工品は日本一です。知り合いにもPRし
ています。これからも応援していきます。
○同封されたリーフレットを見て家族がぜひ一度往訪した
い町だと言っております。ゆずの特産品も素晴らしいです。
○龍馬の活躍も中岡慎太郎あってのこと。その故郷で
ある北川村を応援したいと思います。

20～74歳の国民健康保険加入者 75歳以上 20～74歳の扶養に入っている人（妻など）
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乳 児 健 診
1 歳 6カ 月・3 歳 児 健 診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏 木・崎 山 介 護 予 防 教 室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こ う ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

3月4日㈬
3月18日㈬

3月5日(木)・3月12日(木)・3月19日(木)・3月26日(木)
3月6日(金)・3月13日(金)・3月27日(金)

3月4日(水)・3月11日(水)・3月18日(水)・3月25日(水)
3月5日(木)・3月12日(木)・3月19日(木)・3月26日(木)
3月4日(水)・3月11日(水)・3月18日(水)・3月25日(水)

3月3日(火)・3月10日(火)・3月17日(火)・3月24日(火)3月31日(火)
3月5日(木)・3月12日(木)・3月19日(木)・3月26日(木)

3月6日(金)・3月13日(金)・3月27日(金)
3月17日(火)
3月19日(木)
3月4日(水)

毎週木曜日
毎週木曜日

（受付）12：45～13：30
（受付）12：45～13：30
  9：30～
 10：00～ 
 10：00～
 13：30～
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：30～
 10：30～
 10：00～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

奈 半 利 町 民 会 館
奈半利町保健センター
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 農 業 センタ ー
北 川 村 農 村 婦 人 の 家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

行 事 予 定 表

生活発表会練習風景


